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1 目標・目的 

 

（1）観点ごとの分析 

基本的観点 1-1 留学生センターの目的（教育研究活動を行うに当たっての基本的な方針、

達成しようとしている基本的な成果等）が明確に定められており、その内容が学校教育法

に規定された大学一般に求められる目的に適合するものであること。 

 

基本的観点 1-2 目的が大学の構成員に周知されているとともに、社会に公表されている

こと。 

 

基本的観点 1-3 教育課程や教育方法などを検討する教務委員会などの組織が適切な構成

となっているか。また、必要な回数の会議を開催し、実質的な検討が行われているか。 

 

（観点に係わる状況） 

留学生センターは教員数が少ないため、学部の教務委員会に相当する組織はない。昨年度

からは、センター教員の中から教務担当を決め、教務担当のもと、日本語各レベルのコー

ディネーターを中心にカリキュラムや年次計画が作成されている。その結果は、まず教員

会議で、その後留学生センター運営委員会で説明をし、審議・承認を得ている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

多くの場合、教務委員会がなくても担当コーディネーターを中心にしてスムーズに進むが、

重要な課題は、担当コーディネーター及び教務主任を中心に前もって議論されなければな

らない。必要に応じて留学生センター運営委員会に諮る前に教員会議を開催し議論してい

る。 

 

（2）優れた点及び改善を要する点 

留学生センター運営委員会で審議され、決定されるので客観的な判断のもとでカリキュラ

ムや年次計画が立案されている。 

 

（改善を要する点） 

教務委員会に代わるものがないため、一昨年度から新たに教務担当を設置した。これに

より、カリキュラム全般を教務主任が把握できるようになったが、各レベル間の連携、お

よび非常勤講師との連絡体系の確立の 2点が、依然として課題として残っている。 

 

留学生センターの目標・目的   
平成 23 年度の留学生センターの目標・目的は、中期計画／中期目標の年度計画に示されて
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いる。すなわち： 

1. 留学生のための日本語教育の改善と充実 

(1) シラバスや、授業内容を見直し改善につとめる 

(2) 図書や教材を充実させ、留学生のための勉学の環境を整える 

2. 留学生のための修学指導の充実 

3. 留学生のための生活相談支援の充実 

(1) チューター制度の改善 

(2) 宿舎の整備・充実 

(3) 奨学金に関する情報の提供や申請の手続きの支援 

4. 留学生と地域社会との交流の促進 

(1) 地域の交流イベント情報の提供 

5. 日本人学生のための海外留学支援の充実 

(1) 海外語学研修を実施する 

(2) 海外留学に関する援助や情報を提供する 

(3) 留学生センター英語教育部門での海外留学のための英語教育を実施する 

6. 教員による研究活動の促進 

(1) 学会での発表や学会誌等への論文発表を促進する 

(2) 外部からの研究費の獲得に努力する 

7. 留学生センターの活動の情報を発信する 

(1) ホームページの充実 

(2) 英語版ホームページの充実 

(3) 教員の研究活動をホームページに掲載する 

8. 国際的交流を推進する 

(1) 帰国留学生とのネットワークを構築する 

9. 教員の授業および活動内容を評価するためのデータを収集する 

 

「基本的観点1-1および1-2をふまえた自己点検評価」 

留学生センターの目標・目的は、「留学生センター中期計画／中期目標」の年度計画に明確

に示されている。また、その内容は、大学一般および佐賀大学での留学生のための教育及

び修学指導に求められている目的に適合するものである。留学生センター中期計画／中期

目標の作成にあたっては、センター教員全員で協議し決定している。「留学生センターの目

標・目的が大学の構成員に周知されている」に関しては、「留学生センター中期計画／中期

目標」をとおして周知されている。また、留学生センターの目標・目的が社会に公表され

ているかに関しては、留学生センターの刊行物やホームページ上で公表されている。留学

生センターの情報提供には、ホームページは有効な手段である。昨年度、更新頻度を高め
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るため、CMSシステムの構築を行った。その結果、更新頻度が高まり、その状態が継続し

ている。 
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2 留学生センターの概要 

 

基本的観点2-1 佐賀大学での留学生への教育と修学指導が充分に行われてきたか、またそ

の活動状況をチェックし、適宜修正していくなどの努力が払われてきたかどうか。また、

留学生センターでの活動状況を佐賀大学内外に周知する努力をしてきたかどうか。 

 

留学生センターは、勉学・研究する外国人留学生及び海外の大学に留学を希望する学生に、

必要な日本語教育と指導助言及び留学の資料の提供、指導を行う教育・研究施設として、

平成12年4月1日に設置された。設立当初は、センター教員は2名であったが、平成17年には7

名に増員され、現在は、6名で運営している。 

 

留学生センターでは下記のような業務を行っている。 

①日本語・日本事情教育 

学部留学生を対象に、正規の授業科目として日本語と日本事情を開講している。日本事情

の授業は、学部の教員により、それぞれの専門分野から見た日本事情について講義が行わ

れている。 

 

②大学院入学前予備教育 （日本語研修コース） 

主に国費留学生（研究留学生及び教員研修留学生）を対象に、大学院等への進学又は教育

研修のために必要な日本語教育を6ヶ月間集中的に行っている。この コースは、4月と10月

に開講される。 

 

③日本語総合コース 

大学院生、研究生、外国人研究者を対象とした日本語プログラムで、初級から上級まで新

カリキュラムにて開講している。 

 

④短期留学プログラム(SPACE) 

佐賀大学と交流協定を締結している外国の大学から留学生を一年の期間で受け入れ、日本

語・日本事情及び英語による専門科目を提供する全学的なプログラムである。留学生セン

ターは日本語教育とそのコーディネートとを担当している。 

 

⑤日本語・日本文化研修生対象のコース 

文科省の奨学金を得て日本語や日本文化の研修を 1 年間行う学生対象のコースである。本

学では留学生センターが受け入れとなっているが、留学生センター開講科目だけではなく、

幅広い専門知識を身につけるため、全学教養教育機構、文化教育学部と緊密な連携をとっ

たプログラム運営を行っている。 
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⑥留学生に対する修学上及び生活上の指導助言 

本学で学ぶ留学生が修学・進学や日常生活の面で悩みを抱えたときに、適切な指導助言を

与え、担当者のオフィスアワーの表示をおこなうなど、解決に向けたサポートを行う体制

を整えている。 

 

⑦海外留学を希望する学生に対する修学上及び生活上の指導助言 

海外留学を希望する学生のために、留学に関する資料を提供するとともに、修学上及び生

活上の指導助言を行う体制を整えている。また、オーストラリアとアメリカの交流締結校

での短期（4週間～6週間程度）の海外語学研修も実施している。 

 

⑧地域との留学生交流の推進 

佐賀地域留学生交流推進協議会の幹事校となるなど、地域の国際交流団体やボランティ

ア・グループとの連携を図り、留学生がより充実した留学を送れるようバックアップを行

うとともに、学内外の国際交流を促進している。 

 

⑨留学生と日本人学生との交流の促進 

年1回の「国内研修旅行」および、「スタディツアー」の実施、さらには、日本語の授業の

一環として日本人学生を授業に招いて「ビジターセッション」を実施するなど、留学生と

日本人学生との交流を促進している。 

 

⑩留学生教育の調査研究 

留学生の日本語教育を始め、留学生の受入・派遣に伴う問題や、入学後の問題等に関し、

調査研究に取り組んでいる。 

 

「基本的観点2-1をふまえた自己点検評価」 

留学生センターでは、留学生の多様な教育的ニーズに応えるべく、新日本語カリキュラム

を2009年度に確立し、留学生にとっての柔軟な履修を可能としてきた。また、新日本語カリ

キュラムの日本語コースの内容が留学生のニーズに合致しているかどうかを確認するため、

学期末にはアンケートを実施し客観的評価を得られるように務めている。それをもとに専

任・非常勤教員は授業改善を行っている。また、留学生センターの活動の周知については、

センター刊行物やホームページを通じて行っている。ホームページの情報は頻繁に更新さ

れており、訪問者数も継続して1万人を越えている。引き続き、最新情報をいち早く掲載す

ることに務めたい。 
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3．領域別の自己点検評価 

 ア）教育の目標・成果に関する事項 

 イ）教育内容・活動に関する事項 

 ウ）教育環境に関する事項 

 

留学生センターの教員は、主に、正規課程以外の教育サービスとして、佐賀大学に在籍

する留学生、研究生、特別聴講生（短プロ、SPACE の学生、一般受け入れの学生）に日本

語教育を行っている。正規課程の学生への教育サービスとしては、１）教養教育の「日本

語 Ia」、「日本語 Ib」、「日本語 Ic」、「日本語 IIa」、「日本語 IIb」、「日本語 IIc」（『佐賀大学

留学生センター紀要』10 号、130～132 ページを詳しくは参照）、２）文化教育学部の日本

語教師養成科目の「日本語教育概論（1 年後期）」、「日本語教授法 I（2 年前期）」、「日本語

教授法 II（2 年後期）」、「日本語教育実習（3 年前期）」、3）教養教育の主題科目「統語論入

門：佐賀西部方言を初期射程にして」、「アカデミック・ジャパニーズ」「外国語としての日

本語」「言語教育におけるテストと評価」「外国語で生きる私」を教えている。後者につい

ては、提供・開講部局である教養教育運営機構と文化教育学部に自己点検を任せる。ここ

では、留学生への日本語教育について自己点検を行う。 

 

エ）その他教育に関する事項 

選択的評価基準 B 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

選択的評価基準 B-1 大学の目的に照らして、正規課程の学生以外に対する教育

サービスが適切に行われ、成果を上げていること。 

 

(1) 観点ごとの分析 

 

観点 B-1-① 大学の教育サービスの目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計

画や具体的方針が定められているか。また、これらの目的と計画が周知さ

れているか。 

観点 B-1-② 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。 

観点 B-1-③ 活動の結果及び成果として、活動への参加者が十分に確保されているか。ま

た活動の実施担当者やサービス享受者等の満足度等から判断して、活動の

成果が上がっているか。 

観点 B-1-④ 改善のための取組が行われているか。 

 

（観点にかかわる状況）１）日本語教育、２）留学生センターが運営するプログラム、そ

して、３）その他の教育サービスについて観点にかかわる状況をここで提示する。 
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１.日本語教育 

平成 23 年度春・秋学期は、前年度カリキュラムの改革の方針にのっとって、運営を

行った。カリキュラム改革では、すべてのレベルで、大学生活および学術的な活動で使

用されているアカデミック・ジャパニーズが、実践で使える日本語運用力が身につくこ

とを目標としている。この目標を達成すべく、各レベルの日本語コース・科目が順次、

設定されている。 

授業に先立って、すべての科目・コースでシラバス、評価基準等を定めた。それらを

受講案内の冊子にまとめ、日本語コース受講希望者に配布した。春学期には 71 名、秋

学期には 85 名が受講した。 

コース実施に先立って、受講希望者のレベル判定のためのプレースメントテストを行

った。本年度は、プレースメントテストの改善を行い、今まで以上に適切に学生の能力

が測れ、レベル分けが適切にできることになった。また、学生による授業評価アンケー

トをすべての日本語科目・コース、および、教師に関して行うようになった。学生の評

価を参考に、教師はそれぞれ、改善点を分析し留学生センター長に報告し、授業改善に

役立てた。 

各学期の各科目・コースの受講者数については、『佐賀大学留学生センター紀要』11

号、67～76 ページの部分から以下に抜粋した。 

 

日本語コース受講者数（2011 年度前期） 

総受講者数 71 名 

授業科目別受講者数 

授業科目名 記号 受講者数

初級前半 Aコース J-101 1 

初級前半漢字 J-111A 3 

初級前半文法 J-111B 4 

初級前半会話 J-111C 4 

初級前半読解 J-111D 4 

初級前半読み書き J-111E 3 

初級後半 Aコース J-201 1 

初級後半 Bコース J-202 10 

初級後半漢字 J-211A 4 

初級後半文法 J-211B 7 

初級後半会話 J-211C 7 

初級後半読解 J-211D 7 

初級後半読み書き J-211E 7 
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初中級 Aコース J-301 10 

初中級漢字 J-302 8 

初中級会話 J-311A 3 

初中級読解 J-311C 3 

初中級作文 J-311D 4 

中級読解 J-402 12 

中級会話 J-403 10 

中級聴解 J-404 9 

中級作文 J-405 9 

中級漢字 J-406   12 

中上級読解 J-502  10 

中上級発表 J-503 7 

中上級聴解 J-504 8 

中上級作文 J-505    13  

上級日本語クリニック J-606 12 

外国人のための日本語教授法 J-607 8 

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ J-608 8 

上級作文 J-609 10 

 

身分別受講者数 

身 分 受講者数

大学院生 21 

学部生 1 

研究生 14 

特別聴講生(一般) 16 

SPACE 19 

計 71 

 

平成 23 年度 10 月期 

日本語コース受講者数（2010 年度後期） 

総受講者数 85 名 

授業科目別受講者数 

授業科目名 記号 受講者数

初級前半 Aコース J-101 7 

初級前半 Bコース J-102 7 
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初級前半漢字 J-111A 11 

初級前半文法 J-111B 15 

初級前半会話 J-111C 12 

初級前半読解 J-111D 8 

初級前半読み書き J-111E 5 

初級後半 Bコース J-202 5 

初級後半漢字 J-211A 8 

初級後半文法 J-211B 5 

初級後半会話 J-211C 7 

初級後半読解 J-211D 3 

初級後半読み書き J-211S 4 

初中級 Aコース J-301 13 

初中級漢字 J-311A 4 

初中級会話 J-311C 10 

初中級読解 J-311D 4 

初中級作文 J-311S 5 

中級読解 J-402 8 

中級会話 J-403 11 

中級作文 J-404 9 

中級聴解 J-405 8 

中級漢字 J-406 3 

中上級読解 J-502 6 

中上級発表 J-503 6 

中上級聴解 J-504 5 

中上級作文 J-505 4 

上級コミュニケーション J-602 4 

外国人のための日本語学習法 J-603 4 

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ J-604 6 

上級作文 J-605 2 

 

身分別受講者数 

身 分 受講者数

大学院生 31 

学部生 5 

研究生 18 

特別聴講生(一般) 10 

SPACE 17 
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教員・研究員 3 

その他 1 

計 85 

 

２.留学生センターが管理・運営するプログラム： 

1）短プロ（SPACE） 

プログラムの目的は、『平成 23 年度留学生交流支援制度（短期受入れ）＜プログラム

枠＞申請書（以下「申請書」）』の（２）「プログラムの概要」の③「プログラムの目的・

目標」を参照してほしい（SPACE Brochure の３ページ「Objective」にもある）。 

カリキュラムの概要ついては、『申請書』の（２）「プログラムの概要」の④「プログ

ラムの内容・特色」（SPACE Brochure の４ページの「Academic Program」）を参照してほ

しい。内容・計画は、留学生センター運営委員会で、SPACE Brochure の更新の審議の中

で、審議している。専門選択科目の提供については、留学生センター運営委員会の学部

からの委員を通して、毎年、各学部に依頼している。短プロ（SPACE）で履修する科目

やコースのシラバスについては、資料の選択科目と「日本事情研修」のシラバス、「日

本語受講案内」中の日本語の科目のシラバスを見てほしい. 

 

第 10 期後期（春学期）：2011 年 4 月～9 月 

第 10 期の SPACE では,フランスからの学生（１名）と中国からの学生（１名）が、そ

れぞれ、東日本大震災の影響により、卒業必要単位の履修のために帰国し、 学生数は

18 名となった。第 10 期の日本学生支援機構（JASSO）からの奨学金受給者は, 8 名であ

った。台湾の交流協会の奨学金受給者が１名であった。（昨年度, 報告したように, 出

身国別の人数は，韓国 2名，中国 2（1）名，台湾 4名，インドネシア 1名，スリランカ

2名，ベトナム 2名，アメリカ 1名、バングラデシュ 1名，フランス 1（0）名であった。

また，受け入れ学部別に見ると，文化教育学部 11 名（春 9名），経済学部 4名，理工学

部 2名，農学部 3名であった）。 

なお、留学生運営委員会に置いて各学生のプログラム修了・非修了を審議し、18 名、

全員、プログラム修了証を取得した。 

本学期の『日本事情研修』の内容については、『紀要』第 11 号の 79～81 ページにま

とめられている。後述されるが、日本事情研修の学外研修は、１）玄海エネルギーパー

ク，福岡市民防災センター見学、２）鹿島の高校生と交流およびホームステイ、３）鹿

島ガタリンピック参加、４）日本茶道、５）キューピー工場、味の素工場見学。SPACE

の選択科目については、その時間割が『紀要』第 11 号の 80 ページにある。 

 

計画に基づき、実施できた。2011 年度秋学期からの SPACE に 43 名の応募があり、応

募書類によって、学生が受け入れを希望する佐賀大学の学部の受け入れ可・非と学生の
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学業成績をもとに、留学生センター運営員会で審議し 16 名を選考した。 

 

第 11 期前期（秋学期）：2011 年 10 月～2012 年 3 月 

第 10 期の学生数は 16 名で，出身国別の人数は，中国 4名，台湾 6名，韓国 1 名，イ

ンドネシア 1名，タイ 3名、フランス 1名である。また，受け入れ学部別に見ると，文

化教育学部 7 名，経済学部 3 名，理工学部 1 名，農学部 5 名となっている。第 11 期の

日本学生支援機構（JASSO）からの奨学金受給者は, 3 名であった。 

本学期の『日本事情研修』の内容については、『紀要』第 11 号の 81-83 ページにまと

められている。後述されるが、学外研修は、１）バルーンフェスティバル、２）伊万里

（焼き物の絵付けも体験）、吉野ヶ里遺跡、３）スポーツ（バトミントン）、４）小城市，

天山酒造・村岡総本舗羊羹資料館であった。選択科目については、その時間割が『紀要』

の 82 ページにある。 

 

例年、３～４名程度の学生が短プロ（SPACE）を修了し、母国の大学を終えた後、日

本の大学院に再度、留学しており、これは、本短プロ（SPACE）が目的を達成している

ことを示している。 

必須科目１）日本語科目とコースと２）『日本事情研修』については、アンケートを

し、学生の評価を参考に、それぞれ、担当教員は、授業を改善した。『日本事情研修』

の研修旅行については、短プロ（SPACE）の学生の間で、また、日本人学生と短プロ（SPACE）

学生とが懇親する機会となっていると好評を得ている。 

 

表 第 10 期後期（春学期） 

4 月 11 日 授業開始 

 日本語コース･オリエンテーション 

8 月 22 日 修了式 

 

 表 第 11 期前期（秋学期） 

10 月１日 オリエンテーション 

10 月 3 日 入学式・日本語プレースメントテスト 

10 月 4 日 日本語コース・オリエンテーション 

10 月 5 日 授業開始 

 

2）日本語研修コース 

日本語研修コースは、半年の研修期間修了後に、大学や大学院での授業に参加するた

めの日本語力を身につけることを目的としている。前年度からのカリキュラムの改革に

よって、J-101、J-102、J-201 J-202、J-301 J-302 のいわゆる本編コース（週６回の授
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業）に加えて、各レベルで開講されているリメディアルの各授業（J-111、J-211、J-311）

をすべて履修している受講生のみ「集中コース」としての研修コースに参加していると

みなされることとなった。 

春学期：受講者はいなかった。 

秋学期：初級前半レベル、初級後半レベル各一名であった。2 名とも私費研究生であ

った。初級後半レベルの一人が修了した。 

 

3）日本語・日本文化研修生 

日本語・日本文化研修生は、文科省の奨学金を得て日本語や日本文化の研修を 1年間

行う学生である。本学では留学生センターが受け入れとなっているが、留学生センター

開講科目だけではなく、幅広い専門知識を身につけるため、全学教養教育機構、文化教

育学部と緊密な連携をとったプログラム運営を行っている。そのため、全学教養教育機

構、文化教育学部と受講可能科目や単位認定の方法などについても調整を行った。日本

語・日本文化研修留学生用の募集要項は、文化教育学部の教授会で承認された。 

2011 年度後期から１年間の予定で、ベトナムからの日本語・日本文化研修生１名が、

佐賀大学で学んでいる。日本語・日本文化研修生は、教養教育科目としての日本語、日

本事情を必修科目として履修するとともに、文化教育学部で開講される日本語教育や日

本の文学、社会、文化、歴史等に関する学部学生向けの授業を選択科目として受講した。 

また文化教育学部の指導教員や留学生センターのコーディネーターとともに、日本文

学についての研究を進めた。留学生センターが主催する日本人・留学生交流プレゼンテ

ーション・プロジェクト「外から佐大を眺めてみたら」に参加し、日本人学生や他の留

学生との交流を深めた。その他、受講科目の相談や日本生活全般にわたる相談に、担当

の留学生センター教員が応じた。 

本学の日研生プログラムへの参加者を継続的に確保するために、どのような方策があ

りえるのか、留学生センター内で議論が行われている。 

 

3． 他の教育サービス： 

1）留学生引率研修旅行等： 

日本語や日本文化により深く接し、留学生相互の交流を深めるための引率旅行には、

1）主に、留学生センターが開講／運営しているプログラムの学生を対象にしたものと、

2）全学の留学生を対象とした見学旅行がある。 

1）は下表のとおり実施した。実施後にアンケートを行い、学生の意見を聞いたとこ

ろ、留学生間の交流が促進されたという評価を得た。 

2）としては、2 泊 3 日の沖縄方面への見学旅行が 2 月に行われ、留学生 35 名、引率

教員１名、交流促進と引率補助のための日本人学生が 4名参加した。男女別、出身国の

偏りがないよう組まれたグループ（日本人学生一人含む）に分かれて見学を行った。学
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生たちの反応はよく、日本の事情（沖縄における米軍基地の存在）や日本文化（沖縄の

近隣の外国との近い関係：沖縄の焼酎の原料は昔からタイ米など）の理解が深まり、異

なったカテゴリーに属する留学生同士の交流が深まったと考えられる。 

 

2011（平成 23）年度  

4 月 23 日（土） 
日本語研修コース・短期留学プログラム学外実地研修（唐津

市・福岡市）引率者：古賀、丹羽 

5月28日（土）～29日（日） 

鹿島高校と留学生の交流会、鹿島市ホームステイ、鹿島ガタ

リンピック中止のため、ホームステイ家族とのバトミントン

大会参加（鹿島市） 引率者：古賀 

6 月 8 日（水）、9日（木） 佐賀大学内での日本文化研修（茶道） 引率者：丹羽 

７月 9日（土） 
日本語研修コース・短期留学プログラム学外実地研修（鳥栖

市、諸富）引率者：古賀、丹羽 

11 月 27 日（日） 
日本語研修コース・短期留学プログラム学外実地研修（伊万

里市・吉野ヶ里遺跡）引率者：古賀、丹羽 

2 月 4 日（土） 
日本語研修コース・短期留学プログラム学外実地研修（小城

市）引率者：古賀、丹羽 

2 月 20 日（月） 外国人留学生見学旅行（沖縄）（22 日まで）引率者：古賀 

 

2）北海道留学生・日本人学生スタディ・ツアー 

平成 23 年度から引き続き、日本人学生と留学生の相互理解と交流を深めるために、

スタディ・ツアーが企画・実施された。HP 上や掲示板で参加者の募集を行った。募集に

際しては、日本語または英語での「グループワークで私が貢献出来ること」という作文

を課した。結果日本人学生 13 名、留学生 72 名の応募があった。グループが多様な身分、

属性、国籍、年齢の人で構成されることを念頭に、スタディ・ツアー担当者（山田）が

参加者を決定した。日本人学生に対しては面接を行った。結果、留学生 20 人、日本人

学生 5名が参加した。 

参加者は５月下旬から、７回以上の会合を持ち、北海道の事情について、各グループ

ごとに学習を深め、ツアー参加前に発表会を持った。 

北海道へは平成 23 年 7 月 16 日（土）～18 日（月）までで、サッポロビール工場、

北海道大学構内、小樽市内、大倉山展望所、羊ケ丘展望台をまわった。 

昨年からの大きな改善点として、勉強会の日程を事前に組み、それへの参加を条件と

したことで、充実した事前研修（勉強会）ができたことが挙げられる。グループでの学

習を通して、継続的に留学生・日本人学生が交流を行うことで、従来の見学旅行にはな

い質の高い交流があった。参加した学生たちの反応も非常によかった。 
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3）留学生センターホームページ：  

昨年度４言語（日本語、英語、中国語、韓国語）で開設された HP を引き続き運営し

た。全世界へ佐賀大学への留学情報、佐賀大学での生活情報、佐賀大学留学生センター

の教育やプログラムを宣伝するとともに、留学生のためのホームステイ事業案内、アパ

ート・寮、奨学金など、情報の迅速な伝達、幅広い伝達に努めた。 

ホームページのトップページには、留学センター刊行物の紀要やセンターニュースへ

のリンクがはられている。 

 

4）留学生交流室 

平成 22 年度より、新しい留学生交流室を運営している。開放時間は、9 時～17 時で

ある。留学生交流室には、コンピューター端末、テレビセット、ミーティングテーブル

などを設置、また、日本語・日本文化に関する刊行物や、英語や日本語の一般雑誌、文

学、歴史など多分野の和洋書を配架したこともあり、多くの留学生と日本人学生が交流

の場として利用している。 

また、留学生オリエンテーションで留学生交流室の利用を促したほか、HP や掲示板で

交流室の存在を広く周知した。 

日本語と英語で要望書をつくり、常時学生が要望を伝えられるようにしてある。 

この部屋は、留学生や、時には日本人学生が自習のために使っていたほか、日本人学

生や留学生の交流が活発に行われていた。日本語学習の支援のみならず、留学生から日

本人学生への外国語の指導、日本や外国の情報交換などであった。また、北海道スタデ

ィツアーのグループミーティングの場所としても使用されていた。なお、コンピュータ

ー端末のメンテナンスは教員が行っている。 

 

5）留学報告会 

海外の協定校に留学し、2010 年 11 月から 2011 年 10 月までに帰国した日本人学生の

有志による留学報告会が社会科教室で 10 月末に行われた。担当者は帰国日本人学生に

連絡をとり、留学報告会への参加を呼びかけ、参加する意思を示してくれた日本人学生

と、ミーティングをもった。当日は、ラ・トローブ大学（オーストラリア）、輔仁カト

リック大学（台湾）、ペラデニア大学（スリランカ）に留学した学生３名が、それぞれ

の体験を、パワーポイントを使って報告した。また、担当者は、会場を確保し、HP 上や

掲示板などで一般学生へ会の開催を周知した。今後留学したいと考えている日本人学生

たちのために、国際課による留学説明会をあわせて開催した。30 名程度の参加があった。

直接、留学体験者からの話が聞ける有益な会であったという報告が多かった。今後、さ

らに参加者を増やすためにも、直接学生派遣に携わっている教員に関与してもらうこと

も考えなければならない。 
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６）留学生・日本人学生交流プレゼンテーションプロジェクト 

留学生と日本人学生の交流をより活発の行うために留学生・日本人学生交流プレゼン

テーションプロジェクト「外から佐大を眺めてみたら」を行った。10 月初旬から、日本

人学生と留学生の同数を募集した。留学生には、日本語でディスカッションができるこ

とを条件とした。募集していたのと同数の日本人学生 10 名（男性４名、女性６名）、留

学生 10 名（男性６名、女性４名）の参加があった。留学生の国籍は、中国、ベトナム、

台湾であった。担当者（中山、吉川）が、男女比、日本語能力、期待されるリーダーシ

ップなどの観点から参加者を日本人学生 2名、留学生 2名の４名で構成される 5チーム

に分けた。 

10 月 26 日（水）に第 1 回ミーティングを行い、その後、グループミーティングや中

間発表、最終チェックなどを重ね、12 月 19 日に成果発表会を行った。審査員は、留学

生センター長（審査委員長）国際交流担当理事、教育担当理事、留学生センター副セン

ター長、国際交流推進センター副センター長、留学生センター運営委員、日本語教員で

あった。審査には、フロアの参加者からの投票も加えた。 

最優秀賞、留学生センター長賞、Good Presentation 賞、チームワーク賞、アイディ

ア賞を授与した。 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

分析 1：新しいプレースメントテスト及びカリキュラムの微調整によって、

より効果的な日本語コースが提供されている。 

根拠：昨年度のカリキュラム改革によって、コースの重複や無駄がなくなったが、受

講者数のばらつきがあった。そのため、学期ごとに人数の少ないクラスを見直し、科目

を変更するなど、微調整を行った。従来より、学期ごとの受講生の日本語レベルのばら

つきが問題になっていたが、それを改善するために新しいプレースメントテストが導入

された。その成果を正確に評価することは難しいが、問題が改善されている。 

 

分析 2：日本語教育でのノウ・ハウを日本人学生にも提供する工夫が引き続

きなされている。 

根拠：従来から、留学生センター教員は、文化教育学部の授業や教養教育の授業を担

当していたが、今年度は数が増えた。そのことによって、留学生や日本語非母語話者と

接するときの心構えなどを日本人学生に伝えやすくなった。さらに、今年度も、日本語

コースの上級クラスを日本人学生にも開放することによって、発表の仕方、レポートの

書き方など、日本語教育学が得意としてきたアカデミックスキル養成を日本人学生にも

提供することができた。 
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分析 3：日本人学生と留学生の交流が盛んになるような工夫が、引き続きな

されている。 

根拠：唐津･福岡実地研修、伊万里・吉野ヶ里実地研修、沖縄旅行などには、日本人

学生が引率補助と交流促進という名目で参加し、研修・旅行を機会に留学生と交流して

いる。また、留学生交流室では、国際交流に関心のある日本人学生と外国人学生や留学

生が集まって、宿題をしたり、話したりしている。 

留学生・日本人学生交流プレゼンテーションプロジェクト、および北海道スタディ・

ツアーでは、日本人学生と留学生の交流をさらに促進させるために、留学生と日本人学

生が同じグループで、北海道あるいは佐賀大学について調査し発表するなど、単なる一

過性のイベントを越えて、交流を深めるための工夫が行われている。また、日本語の授

業の中でも留学生と日本人学生がともに学ぶための「アカデミック・ジャパニーズ」や、

留学生用の授業に日本人学生を招いてのビジターセッションなど、さまざまな交流促進

のための試みが継続されている。 

 

分析 4：国内外への情報発信が多言語化され、引き続き改善されている。 

根拠：改訂された留学生センターの HP では、中国語と韓国語を加えた４言語で佐賀

大学の紹介が行われるようになった。また、新着情報が次々に掲載され、これまでは掲

示板のみで知らせていた佐賀大学の日本人学生のための情報と留学生のための情報が

HP 上で瞬時に見られる。日本語の受講生のための情報も随時、更新されている。これは

情報提供という点で大きな発展だろうと考えられる。 

 

分析５：短プロ（SPACE）の農学部における研究内容付き研究者リストの公 

開をほかの学部でもできないか検討している。 

根拠： 昨年度から、短プロ（SPACE）の農学部受け入れを希望する応募者数が増加し

ている。これは、研究内容付きの研究者のリストの公開によるところが大きい。他学部

でも同様なことができないか、運営委員会で審議している。 

 

(2) 優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

日本語コース・科目の改革が単年度に終わらず、さらに改善を続けていることは、大

いに評価される。履修手続きにおける混乱もオリエンテーションを工夫することで大幅

に改善された。さらに、各科目やコースで、アンケートを使って、授業内容の改善を担

当教員が行って、より内容的に改善されている。 

また、留学生センターのHPの改訂によるHPの多言語化で、様々な国の外国人学生へ、

情報提供が幅広く行われるようになったことも、評価できる。また、留学生センター教
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員が、留学生のみならず、日本人学生へもアカデミックスキル養成の授業を引き続き提

供し続けていることは評価できる。さらに、ビジターセッションに加えて、スタディ・

ツアー、プレゼンテーションプロジェクトなどが新たに行われ、留学生と日本人学生の

交流を促進する工夫が維持されている。また、留学報告会や HP での情報提供を通じて、

これから留学を考えている日本人学生に対するサービスも適正に維持されている。 

 

（改善を要する点） 

1．日本語教育：初級から初中級までの６コマ１コースの集中コース（本編）につい

ては、日本語習得を主目的として留学している短プロ（SPACE）の学生にはいいコース

であるが、理工・農の特別コースなどの大学院の学生には、宿題等の負担が多く、専門

研究と並行して行うのは負担が重過ぎるようである。彼らにも受講しやすい受講システ

ムやコースの新設が必要だろう。 

 

2．短プロ（SPACE）：学部の教員とその研究内容のリストは、短プロ（SPACE）におけ

る農学部の応募者数の増加や農学部の留学生センター運営委員からの報告からわかる

ように、いい効果を及ぼしている。他学部でもこれに倣って、学部の教員とその研究内

容のリストの公開等を積極的に目指すべきであろう。 

 

3．日本語の履修手続きは、国際課職員の協力のもとに行われ、受講者の登録手続き

は教員が行っているというのが実状であり、国際課職員及び担当教員にとっては過大な

負担となっている。いずれは、学部や教養教育・全学教育科目と同じように、機械化さ

れるべきであろう。その際、研究生の身分でも、履修できるように特別な配慮が必要と

なるであろう。 

 

 

(3) 選択的評価基準 Bの自己評価 

 

日本語教育カリキュラムは、改善点が認められるものの、全体としてはいい方向に向

かっている。短プロ（SPACE）は順調に進んでおり、さらに、日本語・日本文化研修生

の受け入れについて文化教育学部との協力が深まったことにより、留学生センター開講

の各プログラム運営は、順調であると考えられる。教育サービスである留学生交流室の

留学生と日本人学生への開放とホームページの充実は格段に進み、良好である。これら

のことから、本センターの正規学生以外の学生への教育は、充実し、前進しているとい

えよう。 
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（２）研究の領域 

ア 教員及び教育支援者に関する事項 

 

（1）観点ごとの分析 

 

観点 3-3-1：教育の目的を達成するための基礎として、教育内容等と関連する研究活動が

行われているか 

 

（観点に係わる状況） 

留学生センター教員の主たる教育内容は、留学生に対する「日本語学習支援」並びに

「生活支援」であるが、今年度の教員の業績は「日本語学習支援」の分野に含まれ、以

下のように分類可能である。(分類に用いられる番号は、別紙[センター教員の研究状況]

と対応している。以下、同様である） 

1. 日本語学習支援に関わるもの 

a. 指導法 

8、11、12、16、24 

b. 教材開発 

6、26 

c. 学習環境 

18、22 

d. 学習内容 

13、14、15、17 

e. 教育支援者の育成 

1、2、4、5、7、9、10 

f. その他 

19、20、23、25、27、28 

2. 生活支援に関わるもの 

21 

 

（分析結果と、その根拠理由） 

上掲のデータが示すとおり、「目的の達成状況はおおむね良好である」と考えられる。 

 

イ 選択的評価基準Ａ 研究活動の状況に関する事項 

A-1 大学の目的に照らして、研究活動を実施するために必要な体制が適切に整備され、

機能していること。 
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観点 A-1-①：研究の実施体制及び支援・推進体制が適切に整備され、機能しているか。（該

当なし） 

観点 A-1-②：研究活動に関する施策が適切に定められ、実施されているか（該当なし） 

観点 A-1-③：研究活動の質の向上のために、研究活動の状況を把握し、問題点等を改善す

るためのシステムが適切に整備され、機能しているか（該当なし） 

 

A-2 大学の目的に照らして、研究活動が活発に行われており、研究の成果が上がってい

ること 

観点 A-2-①：研究活動の実施状況から判断して、研究活動が活発に行われているか。 

 

（観点に係わる状況） 

上掲の項目別に分類すると、以下のようになる。 

1. 研究出版物 

著書 

1、2、19、 

審査論文 

4、18、 

論文（審査なし） 

3、16、17、 

報告書 

なし 

その他 

5 

2. 研究発表 

8、9、13、20、21、22、25、26、30 

3. 特許 

なし 

4. その他の成果物の公開 

10、11、12、27、28 

5. 国内外の大学・研究機関との共同研究 

5、6、7、14、15 

6. 地域との連携 

なし 

7. 競争的研究資金への応募 

5、6、7、14 
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（分析結果と、その根拠理由） 

上掲のデータに基づけば、「目的の達成状況はおおむね良好である」と考えられる。現

在 6 名の専任教員の存在を考えると、上記の数字は特に多いとは言えないのが事実であ

ろう。日本語学・日本語教育学などの研究分野では研究プロセス自体にかかる時間が長

いことが数字の少なさの原因となっていることを鑑み、「おおむね良好」との判断を下す

に至ったが、今後はさらに活発な研究活動が望まれる。特に、著書や審査論文の形で、

研究成果をこれまで以上に公にすることが求められるであろう。 

 

観点 A-2-②：研究活動の成果の質を示す実績から判断して、研究の質が確保されているか。 

 

（観点に係わる状況） 

教員の研究業績の中で、上掲の項目で該当するのが、「競争的研究資金の獲得状況」で

ある。獲得した競争的資金に該当するのは、教員業績の「5」「14」（研究代表者として）

および「6」「7」 (研究分担者として)である。他の項目「外部評価」「研究プロジェクト

等の評価」「受賞状況」などに関しては、特に該当なし。 

 

（分析結果と、その根拠理由） 

「日本語学習支援」並びに「生活支援」を主たる業務としていることを鑑み、「目的の

達成状況がおおむね良好である」との判断を下すに至ったが、今後はさらに質の高い研

究活動が望まれる。上掲の「実績」項目のうち、センター教員にとって実現の可能性が

最も高いと考えられる「競争的研究資金」への、これまで以上の積極的な応募及び獲得

が必要だと思われる。 

 

観点 A-2-③：社会・経済・文化の領域における研究成果の活用状況や、関連組織・団体か

らの評価から判断して、社会・経済・文化の発展に資する研究が行われているか。 

 

（観点に係わる状況） 

留学生センター教員の研究内容は、その分野の性質上、特に「社会」そして「文化」

の発展に資する研究であると考えられるのであるが、その成果の「活用状況」に関する

データや、「関連組織・団体からの評価」に関するデータが得られていないため、判断が

困難である。外部評価の導入などにより、より客観的な判断が可能になると思われる。 

 

（分析結果と、その根拠理由） 

上記の理由により、目的の達成状況に関する判断は困難である。 
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[別紙資料]  

ウ 平成２３年度の留学生センター教員の研究状況 

 

 [年度計画] 

海外も含め、学外の研究会、学会などで研究発表を行う。 

 

[年度末の進捗状況] 

今年度の活動としては、海外の学会・研究会における発表は 2 件（マレーシア 1 件、

台湾 1件）、国内での学会・研究会発表は 8件であった。その発表題目、学会名など詳細

については、毎年度末に発行するセンター紀要に掲載している。 

 

[各教員の研究業績]（1、2、3…の番号は、自己点検評価で使用する通し番号） 

 

横溝 紳一郎 

 

著書 

1.  「教師研究－教師の成長を支援する研修デザイン－」柳瀬陽介他編『成長する英語教

師をめざして：新人教師・学生時代に読んでおきたい教師の語り』ひつじ書房、299-36

頁(2011.8) 

2. 『日本語教師のための TIPS 77 ① クラスルーム運営』くろしお出版 (2011.10) 

 

論文 

3.  「外国人のための日本語学習法：上級レベルでの内容中心の日本語教育の試み」『佐賀

大学留学生センター紀要』第 10 号、83-96 頁（2011.3） 

4.  「教師教育の方法としてのアクション・リサーチ：国内の外国語教育分野に焦点を当

てて」『日本教師教育学会年報』第 20 号、64-74 頁（2011.9） 

 

共同研究 

5.  科学研究費補助金 基盤研究(Ｃ) 「小中連携の英語教育における教員間の『協働性』

に関する総合的研究」平成 22～24 年度 研究代表者 横溝紳一郎 

6.  科学研究費補助金 基盤研究(Ｃ) 「小学校高学年外国語活動における『言語文化理解

教育』を促進する教材開発」平成 22～24 年度 研究代表者 清ルミ 

7.  科学研究費補助金 基盤研究(Ｃ) 「第二言語教育に特化した教師ナラティブ研究の理

論的・実証的展開」平成 21～23 年度 研究代表者 柳瀬陽介 

 

口頭発表 



- 22 - 
 

8.  「学習意欲を引き出す教材・教え方の工夫：英語教育から日本語教育へ」日本語教育

学会九州・沖縄地区研究集会（立命館アジア太平洋大学）(2011.6) 

9. 「英語力向上と笑顔の実現をめざした協働的アクション・リサーチ：英語科教員全員と

メンターが共に創り上げる３年間のカリキュラム」日本教育アクション・リサーチ・

ネットワーク全国大会、長谷川愛氏、高橋晶子氏、中泉友里氏との共同発表（松山大

学）(2011.11) 

 

講演 

10. 「PDCA 型日本語教室づくりのための日本語ボランティア研修」浜松交際交流協会主催、

浜松国際交流センター（浜松市）(2011.6)  

11. 「学習者のためにすべきこと・できること」第 8 回マレーシア日本語教育研究発表会、

マラヤ大学（クアラルンプール）(2011.10) 

12. 「学習者のためにすべきこと・できること」のしろ日本語学習会、能代市公民館（能

代市）(2011.12)  

 

古賀 弘毅 

 

口頭発表 

13.「佐賀西部方言の266個の動詞の否定形：追加の「ら」入りの否定形はどのような言語

的環境で生起するか」地域学創出のための医文理融合型研究2011年度第２回公開研究

会、 佐賀大学図書館（佐賀市）、(2011.9) 

 

外部資金獲得研究 

14. 科学研究費補助金 平成23年度交付 基盤研究（C）「時制の無標形態素の連続生起、お

よび、動詞の基底形に関する理論的・実証的研究」 課題番号：21520410 研究代表

者：古賀弘毅. 

 

共同研究 

15. 「『地域学』創出のための医文理融合型研究」（大学改革推進経費・佐賀大学研究プロジ

ェクト）：研究協力者（古賀担当課題「佐賀西部方言における追加の『ら』入り否定形

の収録」） 研究代表者：石川良太（経済学部）. 

 

フォード丹羽 順子 

 

論文 
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16. 「会話テスト場面の談話の分析－ロールプレイにおける話者の内的フッティングの変化

－」『佐賀大学留学生センター紀要』第 10 号、1-15 頁（2011.3） 

 
中山 亜紀子 

 

論文 

17. 「「由熙」を読む－第二言語教育との関わりから」『佐賀大学留学生センター紀要』第

10 号、17-28 頁（2011.3） 

18. 「学部留学生対象の日本と教育を考える―中国人男子学生のライフストーリーを通し

て―」『アカデミック・ジャパニーズ・ジャーナル』第 3号、78-85 頁（2011.6） 

19. 「日本語学習への投資とジェンダー」『跨文化交際的日語教育研究②－異文化コミュニ

ケーションのための日本語教育』修剛、李运博編集、高等教育出版社（中国）、137-138

頁（2011.8） 

 

口頭発表 

20. 「日本語学習への投資とジェンダー」2011 世界日本語教育大会（中国・天津外国語大

学）(2011.8) 

21. 「留学生のための支援活動」初年次教育学会全第 4 回大会 ラウンド・テーブル 平

川彩子、池田富見子、権藤早千葉との共同セッション（久留米大学）(2011.8) 

22. 「個別学習（チュートリアル）を組み込んだ教養教育日本語授業－留学生の多様化に

対応するために」平成 23 年度九州地区一般教育研究協議会（佐賀大学）（2011.9） 

 

山田  智久  

 

論文  

23. 「国際交流に対する大学生の意識変化～PAC 分析調査の結果を中心に～」『佐賀大学留

学生センター紀要』第 10 号、29-40 頁（2011.3） 

24. 「LMS を用いた日本語教育プログラムの試み～初級漢字クラスでの実践から～」『佐賀

大学留学生センター紀要』第 10 号、41-54 頁（2011.3） 

 
口頭発表 

25. 「国際交流に対する大学生の意識変化～PAC 分析調査の結果を中心に～」日本教育心理

学会第 53 回総会、かでる 27（札幌市）（2011.7） 

26. 「留学生と日本人学生の持続的交流に向けて～スタディツアーから見えてきた交流の

壁～」日本語教育学会九州・沖縄地区研究集会（立命館アジア太平洋大学）(2011.6) 
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講演 

27. 「デジタル教材の開発」大分日本語教育ネットワーク研修会、立命館アジア太平洋大

学（別府市）(2011.6) 

28. 「ICT を利用した日本語授業」岡山外語学院定例研修会、岡山外語学院（岡山市）

（2011.11） 

 
吉川 達 

 

論文 

29. 「日本留学試験の模擬試験を利用した本試験結果予測の可能性－古典的テスト理論を用い

た分析－」『佐賀大学留学生センター紀要』第 10 号、55-66 頁（2011.3） 

 

口頭発表 

30. 「日本留学試験の本試験結果予測の可能性―模擬試験結果と項目応答理論を使って―」第 8

回マレーシア日本語教育研究発表会・浦和研修報告会（マラヤ大学）(2011.10) 
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学生支援の領域   

基準７ 学生支援等 

ア 教育に関する事項(留学生の修学／日本人学生の留学／留学生と日本人学

生の交流等) 

 

（1）観点ごとの分析 

基準 7-1 学習を進める上での履修指導が適切に行われていること。また、学生相談・助 

言体制等の学習支援が適切に行われていること。 

 

観点 7-1-1：省略 

 

観点 7-1-2：学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されており、学習相談、助言、 

支援が適切に行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

平成 23 年度は、表１のとおり相談時間を設け、担当時間の教員が研究室で待機した。

また、設定されたこれらの時間以外にも、学生からの相談に対して柔軟に応じた。 

 

表 1 平成 23 年度相談担当時間 

 前学期 後学期 

月曜日 4 限 丹羽 4 限 丹羽 

火曜日   

水曜日 3 限 古賀 5 限 山田 2 限 古賀 5 限 山田 

木曜日 4 限 横溝 5 限 吉川 2 限 横溝 5 限 吉川 

金曜日 4 限 中山 4 限 中山 

 

 また、表 2 からわかるように、平成 23 年度に記録された留学生相手の相談 145 件中、

半数近くの 72 件が留学生の修学に関する相談であった。具体的には、日本語の関する質

問のほかに、研究計画書などの日本語の添削、日本語能力試験対策、大学内外のコンテ

ストに参加するための日本語チェックなど多様であった。学外のスピーチ大会に参加す

るための添削指導を行った学生が、賞をとるなど具体的に成果として表れるものもあっ

た。 

 修学の「他」として分類したものは、日本語クラスの受講相談、受講証明書の発行に関

するもの、進路相談や、授業を欠席する際にはどうしたらいいかといった担当教員とのコ

ミュニケーションについての相談もあった。 

 日本人学生の相談も留学生の相談と同様に多い。日本人学生の相談で 23 年度特徴的だっ
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たのは、昨年度に比べると留学に関する相談が増えていることである。23 年度は外国に留

学して帰国した日本人学生の体験を聞く留学報告会と、留学を考えている日本人学生への

留学説明会を同時に開催した。その会場にも多くの日本人学生が集まっており、日本人学

生の留学への関心の高まりも感じられる。 

 さらに留学生と日本人学生が共同でプロジェクトを行う「外から佐大を眺めてみたら」

や留学生と日本人学生が事前学習を通して交流し、北海道で研修を行う「北海道スタディ

ーツアー」など相互交流の機会が増えたことも影響している。 

以上のように、教員には相談時間においても相談内容においても柔軟な対応が求められた。 

 

表 2 内容別相談件数 

 生活 修学 
異文化

交流 
他 計 

留学生 26 
日本語 他 

20 27 145 
34 38 

日本人

学生 
8 

留学 他 
38 23 121 

22 30 

 

（分析結果とその根拠理由） 

前学期、後学期ともに、相談の時間が分散するようにし、比較的学生の利用しやすい

午後に設定して、留学生センターの専任教員が相談に応じる体制を敷いた。また、相談

の多くを占める設定時間外の来訪にも柔軟に対応している。その結果、相談に訪れる学

生も多く、学生にとって利用しやすい相談体制が整っていると言える。 

 

観点 7-1-3：省略 

 

観点 7-1-4：特別な支援を行うことが必要と考えられる学生への学習支援を適切に行うこ

とのできる状況にあるか。また、必要に応じて学習支援が行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

来日後一年以内の外国人留学生を対象として、彼らの学習・研究の促進、及び修学・

生活環境への早期適応を図るため、学生チューターを配置して、講義説明・研究実験指

導を中心に、日本語指導、日常生活の世話等の課外指導やアドバイスを行っている。チ

ューターは、留学生の修学上のニーズや便宜に配慮し、多くは同じ研究室の学生等、学

習・研究分野の共通する者の中から留学生指導教員が推薦する制度にしている。また、「チ

ューターの手引き」（資料 6）を用意し、予めチューターに配布して、任務等の諸説明を

行っている。 
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チューターの配置状況 平成 23 年前学期   48 名 

平成 23 年後学期   69 名 

 

「チューターの手引き」の内容 ・チューター制度について 

 ・チューターの任務と心構え 

 ・チューター特別指導実施要領 

 ・問い合わせ先・関係書類提出先 

 

（分析結果とその根拠理由） 

特別な支援が必要であると考えられる来日一年目の留学生に対して、修学上の必要性

に配慮した学生チューターを配置するシステムが整っている。平成 23 年度は、例年通り

多くのチューターが配置され、チューター制度の周知と利用が進んでいることが窺える。

また、チューターの学生に対して、チューター活動に係るマニュアルとして配布する「チ

ューターの手引き」（資料 6）も適宜改訂されており、総体的に制度は適正に機能してい

る。 

 

基準 7-2 学生の自主的学習を支援する環境が整備され、機能していること。また、学生の

活動に対する支援が適切に行われていること。 

 

観点 7-2-1：自主的学習環境が十分に整備され、効果的に利用されているか。 

 

（観点に係る状況） 

平成 21 年 12 月より留学生センター教員の研究室に隣接する一室（総合研究棟 2 階）

に「留学生交流室」を設置し、留学生の自習、交流の場として開放している。室内には、

コンピュータ端末、テレビセット、ミーティングテーブル等を設置し、日本語・日本文

化に関する刊行物など留学生向けの雑誌（例：『日本語ジャーナル』）をはじめ、文学、

歴史など多分野の和書および洋書を配架し、特に留学生にとって必要な日本語学習関連

の書籍は随時追加している。午前９時から午後５時まで開放し、誰でも自由に利用する

ことができる。23 年度は利用者が徐々に増え、学生が自主的にビデオ上映会を行ったり、

スタディーツアーのミーティングに利用したりと、利用の幅が広がっている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

留学生の自習や交流のために学生の利用しやすい棟内に部屋を確保して留学生交流室

とし、備品や書籍を設置して学生の用に供している。また、平成 23 年度は、学生への認

知度も上がり、利用学生が増えている。学生の自主的学習を支援する環境が整備され、
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有効に利用されていると言ってよい。 

 

観点 7-2-2：省略 

 

イ 生活に関する事項 

 

基準 7-3 学生の生活や就職、経済面での援助等に関する相談・助言、支援が適切に行われ

ていること。 

 

観点 7-3-1：生活支援等に関する学生のニーズが適切に把握されており、健康、生活、進

路、各種ハラスメント等に関する相談・助言体制が整備され、適切に行われ

ているか。 

 

（観点に係る状況） 

「観点 7-1-2」で記したとおり、前学期、後学期とも学生相談の時間を設定し、留学生及

び日本人学生からの相談に専任教員全員が対応している。また、留学生の健康管理とサ

ポートのため、必要に応じて保健管理センターと連携・協力する体制をとっている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

「観点 7-1-2」に記述したとおり、学生のための相談時間を設定して留学生センターの

専任教員が相談に応じる体制が整備されており、学習支援のほかに、健康、生活、進路、

ハラスメント（留学生センター留学生教育研究部門からは教員一名がハラスメント相談

員になっている）等さまざまな相談に応じ、留学生のニーズの把握と対処に努めている。

このほか、留学生のニーズは、日々国際課を訪れる多くの学生をとおして同課でよく把

握され、彼らへのサポートがなされている。また、必要に応じて保健管理センターと共

同して、留学生の健康管理を支援している。 

 

観点 7-3-2：特別な支援を行うことが必要と考えられる学生への生活支援等を適切に行う

ことのできる状況にあるか。また、必要に応じて生活支援等が行われている

か。 

 

（観点に係る状況） 

新入外国人留学生を対象として、年に 2 回、4 月と 10 月に「外国人留学生オリエンテ

ーション」を行い、留学生生活等に関する説明を行っている。オリエンテーションの内

容は次のとおりである。（別添「平成 23 年度春季外国人留学生オリエンテーション」（資

料 8）「平成 23 年度秋季外国人留学生オリエンテーション」（資料 9）参照） 
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春季オリエンテーション（4月 7日実施）の内容 

・教職員の紹介 

・佐賀警察署員による講演 

  ① 留学中における安全・安心の日常生活の確保について 

  ② 留学中の国内での交通安全について 

・日本語教育について 

・在留資格関係について 

・奨学金について 

・住居について 

・留学生相談について 

・その他の情報について 

 

秋季オリエンテーション（10 月 19 日実施）の内容 

・教職員の紹介 

・佐賀警察署員による講演 

  ① 留学中における安全・安心の日常生活の確保について 

  ② 留学中の国内での交通安全について 

・日本語教育について 

・在留資格関係について 

・健康について 

・奨学金、授業料免除について 

・住居について 

・交通事故について 

・留学生相談について 

・その他の情報について 

 

（分析結果とその根拠理由） 

日本での留学生活に必要な情報を提供し、支援システムを周知するために、新入留学

生を対象にオリエンテーションを実施している。また、留学生の生活上の安全強化を図

るための佐賀警察署員による講演を平成 23 年度も継続して行った。このほか、佐賀大学

留学生会長、佐賀市国際交流協会職員による説明などをとおして、学生主体の活動や地

域との交流行事など、多様な情報提供と案内を行っている。 

 

観点 7-3-3：学生の経済面の援助が適切に行われているか。 

 



- 30 - 
 

（観点に係る状況） 

奨学生等の選考について： 

 

下記の奨学金等の受給者、受給候補者の選考を留学生センターで行っている。 

 

・日本政府（文部科学省）奨学金 

・留学生交流支援制度（短期受入れ） 

・私費外国人留学生学習奨励費 

・佐賀大学外国人留学生奨学金 

・佐賀大学基金奨学金 

・佐賀市留学生奨学金 

・平和中島財団外国人留学生奨学金 

・ロータリー米山記念奨学会奨学金 

・実吉奨学金 

・朝鮮奨学金 

・ドコモ留学生奨学金 

・アシュラン奨学金 

・日韓大学生交流事業（21 世紀東アジア青少年大交流計画奨学金（韓国）） 

・木下記念和香奨学金 

・佐川留学生奨学会佐川奨学金 

・アジア国際交流奨学財団川口静記念奨学金 

・サトー国際奨学財団奨学金 

・清香奨学金 

 

寄宿舎について： 

 

佐賀大学の管理する寄宿舎に加え、NPO 法人国際下宿屋管理の宿舎等が外国人留学生の

寄宿舎として利用されている。（別添「国際交流会館入居者選考基準」（資料 10）、「NPO

法人国際下宿屋 宿舎一覧」（資料 12）参照） 

 

佐賀大学管理宿舎 

   国際交流会館  学生用 47 室（単身用 40、夫婦用 3、家族用 4） 

           寄宿料月額単身室 7,200 円、夫婦室 11,000 円、 

家族室 13,500 円 

   楠葉寮     留学生募集人員 8名（私費外国人留学生、男 5・女 3） 

寄宿料月額 5,300 円（共益費込） 
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NPO 法人国際下宿屋管理宿舎 

   青風寮  単身男性 24 名、部屋代 10,000 円、共益費 1,800 円、光熱費 3,800 円 

ホワイトハイツ  単身女性 14 名、部屋代 17,000 円、水道代 4,500 円 

栄寮   家族・友人(2DK)15 組、部屋代 20,000 円、共益費 2,000 円 

   江頭寮  家族 4名(戸建)、部屋代 35,000 円 

   えびす寮 単身女性 12 名、部屋代 8,000-13,000 円、共益費 1,500 円、 

        光熱費 8,000 円 

 

その他 

   佐賀銀行末広寮 2 名、部屋代 3,000 円、共益費 200 円、食事(朝 170 夜 530 円) 

 

（分析結果とその根拠理由） 

留学生に安価で安全な滞在施設を提供すべく、本学の管理する国際交流会館、楠葉寮

に加え、NPO 法人国際下宿屋管理の寄宿舎等を確保している。また、留学生センターでは、

各種の奨学金受給者等の選考を厳正に行うとともに、経済援助を受けていない学生に国

際交流会館への入居を優先的に割り当てるなど、可能な経済的支援が適切に配分される

工夫がなされている。選考基準の改定など、必要な修正も適宜行って適正な経済支援制

度を維持している。 

 

（2）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点） 

 留学生及び日本人学生のための相談時間、新入留学生のためのオリエンテーション、

来日一年目の留学生のためのチューター制度など、学生の修学や生活を支援する体制が

整えられており、適切に機能している。 

 

（改善を要する点） 

留学生交流室の周知を留学生だけではなく、日本人学生にも進め、交流室を一つの国

際交流の場とする。 

 

（3）基準 7の自己評価の概要 

 

新入外国人留学生が佐賀大学での修学と留学生活を然るべく開始できるように、オリ

エンテーションを実施して、日本での修学と生活に必要な情報及び支援体制を周知して

いる。また、渡日後一年以内の留学生支援のためにチューター制度を設け、修学・生活
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上のニーズに応えている。チューターに対しては、マニュアルを改訂して常に適正な指

示に努めている。また、学生相談の時間を設けて専任教員が待機するとともに、設定時

間の内外を問わず、留学生からの日本語学習や進路の相談、日本人学生からの留学相談

など、様々な相談に柔軟に応じている。実際に相談件数も多く、学生にとって利用しや

すい環境が提供されていることがうかがえる。自主的学習の支援としては、留学生交流

室を設置し、図書・備品を置き、留学生の学習の用に供している。寄宿施設については、

大学管理の寮のほか、NPO 法人管理の寄宿舎等を確保し、経済的負担の少ない住居の提供

に努めている。また、大学寮の入居者選考では私費留学生を優先する等、経済的支援が

留学生間に適切に配分されるよう配慮している。このような活動状況から、修学及び留

学生活に係る学生支援体制が適切に機能していると言える。 
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（４）国際交流・社会貢献の領域 

基準 国際交流 

ア 教員および学生の国際交流に関する事項 

基準 国際交流が活発に行われ、活動の成果が上がっていること。 

 

(1) 観点ごとの分析 

観点 1 大学の目的に照らして、職員の国際交流が活発に行われており、活動の成果が上が

っているか。 

 

（観点に係わる状況） 

1．教員の国際交流に関する実績 

 各教員の国際交流活動実績は以下のとおりである。 

横溝紳一郎 

2011.3.28-4.5 アメリカ合衆国ハワイ州ホノルル市で開催された AAS/ATJ 2011 

Conference に参加。 

2011.9.15-9.24 台湾高雄市にある文藻外国語学院で開催された日本語教育実習の引率・指

導を行う。 

2011.10.7-10.10 マレーシアのマラヤ大学で開催された、マレーシア日本語教育研究発表会

で基調講演を行う。 

2012.2.21-2.25 ベトナムのハノイ国家大学で、現職日本語教師対象のワークショップを行

う。 

 

古賀弘毅 

2012.3.20-28   ３月 21 日から 23 日まで、22nd Colloquium on Generative Grammar (CCG  

22), Barcelona, SPAIN , （Centre de Linguistica Teorica with the 

collaboration of the Departments of Catalan Philology and Spanish 

Philology at the Universitat Autonoma de Barcelona 主催）に出席し

た。24 日から 28 日まで、研究の打ち合わせおよび資料収集を行った。 

 

中山亜紀子 

2011.8.19-21 中国・天津外国語大学で開催された 2011 世界日語教育大会に参加し、

口頭発表（「日本語学習への投資とジェンダー－中国人学部留学生のケ

ーススタディから」）を行う。 

 

山田智久 

2011.9.16-9.19    シンガポール国立大学にて研究調査を実施。 
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吉川達 

2011.10.8-10.9 マレーシア、マラヤ大学で行われた第 8回マレーシア日本語教育研究発表

会・浦和研修報告会に参加し、口頭発表（「日本留学試験の本試験結果

予測の可能性―模擬試験結果と項目応答理論を使って―」）を行う。 

2011.4-       マレーシア、マラヤ大学予備教育部日本留学特別コース教授 Dr. Zoraida 

Mustafa と共同研究（「マレーシア人日本語学習者の読解能力に関する研

究」）を開始する。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

５名の教員が海外における学会に参加したり研究発表を行ったりしている。また、２名

の教員が、共同研究や調査研究を行っている。さらに、提携校における日本語教育実習を

通して、交流を深めることができている。 

以上のことから、教員の国際交流活動は活発に行われていると言えよう。教員の海外で

の国際交流活動実績については、『佐賀大学留学生センター紀要』に、毎年、年報として記

載され報告されている。 

 

観点 2 大学の目的に照らして、学生の国際交流が活発に行われており、活動の成果が上が

っているか。 

 

（観点に係わる状況） 

2．学生の国際交流に関する実績 

2-1 短期留学プログラム 

・短期留学プログラム（ＳＰＡＣＥ） 

第 10 期（2010.10-2011.9）の応募者数は 49 名で、受け入れ学生数は 20 名であった。

一方、第 11 期（2011.10-2012.9）の応募者数は 43 名で、受け入れ学生数は 16 名であ

った。 

・短期留学プログラム（一般） 

  4 月入学の学生数は学部学生 21 名であった。また、5月に大学院学生 1名が入学した。

10 月入学は学部学生 13 名であった。 

・日本語・日本文化研修プログラム  

新たにベトナムから 1名の参加があった。 

   

2-2 海外語学研修、短期学生派遣プログラムおよび長期留学支援プログラム 

海外語学研修、サマープログラム、短期学生派遣プログラムおよび長期留学支援プロ

グラムによる派遣数は以下のとおりである。 
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・海外語学研修：15 名 

 ラトローブ大学（オーストラリア）６名、パシフィック大学（アメリカ）６名、 

 International Language School of Canada (カナダ) １名、Engalish School of Canada 

(カナダ)１名、Free Bird Insitutute（フィジー）１名 

・サマープログラム：20 名 

木浦大学校（韓国）１名、釜慶大学校（韓国）３名、釜山大学校（韓国）２名、全南

大学校（韓国）２名、済州大学校（韓国）３名、国立台北大学（台湾）３名、国立中

興大学（台湾）３名、ハルピン工業大学（中国）３名 

・ウィンタープログラム：３名 

大邱大学校（韓国）３名 

・短期学生派遣プログラム：14 名 

 オルレアン大学（フランス）１名、パシフィック大学（アメリカ）１名、マニトバ大

学(カナダ)１名、韓国技術教育大学校（韓国）1名、国民大学校（韓国）２名、釜慶大

学校（韓国）1 名、ソウル大学校（韓国）１名、ペラデニヤ大学（スリランカ）１名、

北京工業大学（中国）２名、国立中興大学（台湾）1名、San Diego International 

Academy of English（アメリカ）１名、語学留学（フィジー）１名 

 

2-3 海外留学の派遣地域および派遣数 

大学間の学術交流協定校は平成 22 年度まで 68 校だったのが、平成 23 年度は新たに

８校増え、派遣大学数は 76 校になった。一方、学部間の学術交流協定校は平成 22 年

度と同じく、67 校である。 

 

2-4 外国人留学生の地域国際交流行事への参加 

23 年度は、53 の地域国際交流行事があった。そのうち、多くの外国人留学生が参加

したものとして、次の行事がある。 

 

国際生け花教室（5/9～7/11、全 10 回）、地引き網（７/18）、国際渓流滝登り in 七

山（７/31）、栄の国まつり「総おどり」（8/7）、外国人留学生九州内観光地調査事業

（８月～９月）、サガン鳥栖の試合観戦（9/25）、弘堂祭（10/16）、スタンプラリー

in 吉野ヶ里歴史公園（10/30）、小城市立幼稚園・保育園児とのふれあい会（11/8～

1/20）、国際交流陶芸教室（11/７）、餅つき会（11/19）、佐賀市民との卓球・バドミ

ントン交流会（12/12）、佐賀市留学生意見交換会（１/５）、お正月の遊び体験会（１

/18）、国際交流フェスタ講師（２/20）、日本料理講座（２/11）。 

 

その他、教員が留学生と一緒に参加し日本人との交流を促進支援したものとして、

鹿島ガタリンピック（5/28～5/29）がある。短期留学プログラム（SPACE）の学生 16
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名と他の留学生約 14 名が参加したが、ガタリンピックは、悪天候のため中止となり、

前日に、鹿島高校の高校生とバドミントンをするなどして交流会をもち、ホームステ

イをするのみとなった。 

また、中国人留学生は、毎年、中国春節パーティーを主催している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

短期留学プログラムによる受け入れ学生数、海外語学研修および短期派遣プログラムに

よる日本人学生派遣数、さらに海外留学の派遣地域および派遣数に関しては、国際課に記

録がある。外国人留学生の地域国際交流行事への参加に関しても、国際課に記録がある。 

 

（2）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

教員の国際交流に関しては、海外の学会への参加および研究発表が計４件行われている。

また、ワークショップも１件行っている。 

台湾高雄市にある文藻外国語学院では、日本語教育実習が引き続き行われており、国際

交流が継続的に進んでいる。 

以上の点から、教員の国際交流は活発に行われていると言える。 

一方、学生の国際交流については、短期留学プログラム（SPACE）は定員 20 名に対し

43 名の応募があること、また、同じ大学からの応募が継続してあることから、プログラ

ムが評価されていると言ってよいであろう。また、日本語・日本文化研修プログラムに

昨年度に引き続き、ベトナムから 1名の参加があった。 

本学の学生の海外留学については、派遣地域・数は大学間の学術交流協定校が 68 校、

学部間の学術交流協定校が 67 校ある。これは、九州の他大学と比較すると、熊本大学の

場合、大学間交流協定校 58 校、学部間学術交流協定校 78 校、鹿児島大学の場合、大学間

交流協定校49校、学部間学術交流協定校40校となっており、佐賀大学は多いと言えよう。   

実際の日本人学生の派遣について見ると、海外語学研修参加者数は 15 名で、昨年度の

18 名とほぼ同数である。一方、サマープログラム参加者数は昨年度の 4 名から大幅に増

加して 20 名、また、新たにウィンタープログラムへの参加者が３名あった。短期学生派

遣プログラムは昨年度の 26 名から減少して 14 名であった。今後、短期学生派遣プログラ

ムの参加者数が増加することが期待される。学内での留学説明会などをより頻繁に実施す

るなどして、留学を呼びかけることが必要であろう。 

また、留学生の地域国際交流行事への参加は多く、国際交流はうまくいっていると言

えよう。 

 

（改善を要する点） 

 日本語・日本文化研修プログラムにはじめての参加があったが、継続して受け入れてい
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けるよう、情報提供を行っていきたい。 

 

基準 社会貢献 

イ 教育および研究における社会連携・貢献に関する事項 

基準 教育および研究において社会連携・貢献が活発になされ、活動の成果が上がってい

ること。 

 

(1) 観点ごとの分析 

 

観点 大学の目的に照らして、教育および研究における社会連携・貢献が活発になされて 

おり、活動の成果が上がっているか。 

（観点に係わる状況） 

1．教育における社会連携・貢献に関する実績 

各教員の教育における社会連携・貢献に関する活動実績は以下のとおりである。 

 

 横溝紳一郎 

九州日本語教育連絡協議会の事務局長を 2006 年 6 月より務める。 

 

フォード丹羽順子 

 九州日本語教育連絡協議会の佐賀地区委員を 2007 年４月より務める。 

 

山田智久 

九州日本語教育連絡協議会の委員を 2009 年 4 月より務める。 

 

２．研究における社会連携・貢献に関する実績 

各教員の研究における社会連携・貢献に関する活動実績は以下のとおりである。 

 

 横溝紳一郎 

2011.6 「教師教育者ができること、すべきこと、してはならないこと」日振協新任主任研修、

国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区）  

2011.8 「外国語教育としての日本語教育に学ぶ」「優れた英語教師に学ぶ」西南学院大学英語

指導力開発ワークショップ夏季セッション、西南学院大学（福岡市） 

2011.9  「機械的ドリルの役割：ハワイ大学での実践を例として」「学習意欲を引き出す教材・

教え方の工夫」浜松国際交流協会（浜松市） 

2011.9  「メンターの自己研修」平成23年度教員研修モデルカリキュラム開発プログラム研修、

高知県教育センター（高知市） 
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2011.11 「アクション・リサーチと私」教育のアクション・リサーチネットワーク

全国大会、 

（松山大学） 

2011.12 「学習者のためにできること、すべきこと」大津由紀雄氏・野山広氏・北川裕子氏と

の座談会、能代市中央公民館（能代市） 

2012.3 「日本語教師のためのクラスルーム運営」日本語教師ブラッシュアップ特別セミナー、

北九州 YMCA 日本語学校（北九州市）  

 

中山亜紀子 

2011.9 「個別学習（チュートリアル）を組み込んだ教養教育日本語授業－留学生の多様化に

対応するために」平成 23 年度九州地区一般教育研究協議会（佐賀大学） 

 

山田智久 

2011.6  「デジタル教材の開発」 大分日本語教育ネットワーク研修会、立命館アジア太平洋

大学（大分） 

2011.11  「ICT を活用した日本語授業」岡山外語学院定例研修会、岡山外語学院（岡山）、 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教員の研究における社会連携・貢献の実績については、『佐賀大学留学生センター紀要』 

に、毎年、年報として記載され報告されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

九州地区における日本語教育の発展のために、連絡協議会の事務局長および（佐賀地区）

委員を 3 名の教員が担っている。また、研究における社会貢献は 10 件あり、活発な活動

をしていると言ってよいだろう。 
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（５） 組織運営の領域 

基準 11 管理運営 

ア 管理運営に関する事項 

 

基準 11-1 センターの目的を達成するために必要な管理運営体制及び事務組織が整備され、

機能していること。 

 

(1) 観点ごとの分析 

 

観点 11-1-1:管理運営のための組織及び事務組織が、センターの目的の達成にむけて支援す

るという任務を果たす上で、適切な機能を持っているか。また、必要な職員が配置されて

いるか。 

 

（観点に係わる状況） 

留学生センターは平成１２年４月に文部科学省の省令施設として設置された。平成１４

年の大学法人化に伴い管理運営のための組織は理事２名とセンター長１名があたることと

なった。事務は平成１７年度に旧の留学生課と国際課が統合され国際課(職員６名、事務補

佐員３名、国際アソシエイト１名)となり、学術研究協力部長が国際課を統括することとな

った。国際課では留学生センターに関する業務と国際貢献推進室（本年度 10 月より国際交

流推進センター）の国際交流に関する業務を担当している。このうち留学生関係業務の多

くは教務事項であり、教務課と国際課の連絡を従前と同じように密にする必要がある。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学長をトップに、研究・国際貢献担当理事、教育・学生担当理事、国際貢献推進室長（本

年度 9月まで）、国際交流推進センター長（本年度 10 月より）、留学生センター長、学術研

究協力部長、国際課長が管理運営の事務組織である。大学における組織図参照。 

 

観点 11-1-2:留学生センターの目的を達成するために、効果的な意思決定が行える組織と

なっているか。 

 

（観点に係わる状況） 

留学生は教育を受けている外国人であるので、教育と国際性との二面性を有している。

従って留学生センター長は、教育・学生担当理事と研究・国際貢献担当理事と協議の上、

管理運営事項を決定している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 
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留学生センターは所属教員を有する全学共同教育研究施設であり、留学生の日本語教育

と生活支援及び日本人学生の海外派遣を主に担当している。学術交流協定の締結や国際交

流に係わることは国際貢献推進室（本年度 9 月まで）／国際交流推進センター（本年度 10

月より）が担当する。国際課はその両方の組織の事務を担当する。 

佐賀大学留学生センター規則、国立大学法人佐賀大学国際貢献推進室設置要項参照。 

 

観点 11-1-3: 学生、教員、事務職員等、そのほかの学外関係者のニーズを把握し、適切な

形で管理運営に反映されているか。 

 

（観点に係わる状況） 

留学生センター運営委員会、人事選考委員会、佐賀地域留学生等交流推進協議会及びセ

ンター教員会議で教員、事務組織、学外関係者からのニーズの把握がなされている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

留学生センター運営委員会は各学部から選出された運営委員（各２名、１０名）とセン

ター教員（１４名、日本語教育研究部門６名、英語教育部門８名（ネイティブ英語教員５

名、併人３名）及び学部の留学生専門担当教員（４名）、及びセンター長から構成されてい

る。当運営委員会は管理運営について審議している。佐賀県地域留学生等交流推進協議会

では学長、教育担当理事、佐賀県はじめ市町村、各種国際交流団体から構成され、留学生

に関する意見を自由に聴くことができる。 

 

観点 11-1-4: 省略 

 

観点 11-1-5: 管理運営のための組織及び事務組織が十分に任務を果たすことができるよう、

研修等、管理運営に係わる職員の資質の向上のための取り組みが組織的に行われているか。 

 

（観点に係わる状況） 

文部科学省などの通知に基づいて大学で研修が実施されている。更に、日本学生支援機

構あるいは各大学が開催する留学生の受け入れ等に係わる説明会や会議に教員及び事務職

員は参加している。 

 

基準 11-2 管理運営に関する方針が明確に定められ、各構成員の責務と権限が明確に示され

ていること。 

 

基準 11-2-1: 管理運営に関する方針が明確に定められ、その方針に基づき、学内の諸規定

が整備されるとともに、管理運営に係わる役員の選考、採用に関する規定や方針、及び各
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構成員の責務と権限が文書として明確に示されているか。  

 

(観点に係わる状況) 

佐賀大学留学生センター規則に留学生センター長の責務が明示されている。更に、佐賀

大学留学生センター長及び副センター選考規程により、留学生センター長の選出方法が学

内に周知されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

佐賀大学留学生センター規則、佐賀大学留学生センター長及び副センター長選考規程参

照、 

 

基準 11-2-2: 適切な意思決定を行うために使用される大学の目的、計画、活動状況に関す

るデータや情報が蓄積されているとともに、大学の構成員が必要に応じてアクセスできる

ようなシステムが構築され、機能しているか。 

 

（観点に係わる状況） 

留学生センターの目的、計画、活動状況に関する情報は留学生センターホームページに

掲載されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

留学生センターホームページ参照。留学生センターの業務は、「佐賀大学留学生センター

紀要」に毎年年報として記載され報告されている。 

 

基準 11-3 大学の目的を達成するために、大学の活動の総合的な状況に関する自己点検・評

価がおこなわれ、その結果が公表されていること。 

 

観点 11-3-1:大学の活動の総合的な状況について、根拠となる資料やデーターに基づいて、

自己点検・評価（現状・問題点の把握、改善点の指摘等）を適切に実施できる体制が整備

され、機能しているか。 

 

（観点に係わる状況） 

中期目標・計画を３ヶ月毎月に実施し、更に毎年まとめて実施している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

中期目標・計画に関して平成１６、１７年度では初期段階であったので「検討する」や

「図る」などの項目が多かったたが、平成１８年度以降は具体的な記述とした。 
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観点 11-3-2:自己点検・評価の結果が大学内及び社会に対して広く公表されているか。 

 

（観点に係わる状況）  

教員の個人評価は平成１６～２２年度分を実施し、平成１６～２２年度の留学生センタ

ーの自己点検評価報告書は佐賀大学のホームページで公表されている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 佐賀大学ホームページ参照 http://www.saga-u.ac.jp/ 

 

観点 11-3-3:自己点検・評価の結果について外部者（当該大学の教職員以外の者）によって

検証する体制が整備され、実施されているか。 

 

（観点に係わる状況）  

平成１６年度から外部者によって検証される体制が確立された。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

平成１６年度から毎年の自己点検評価活動報告書の外部評価を受けている。最近は、平成２０年１

月（佐賀大学元学長・佐古宣道氏）、平成２１年３月（長崎大学副学長・小路武彦氏）、平成２２年３

月（佐賀大学元学長・佐古宣道氏）、平成２３年２月（佐賀大学元学長・佐古宣道氏）、平成２４年３

月（佐賀大学元学長・佐古宣道氏）にそれぞれ受けた。平成２３年度分も受ける計画である。 

 

観点 11-3-4:評価結果が、フィードバックされ、大学の目的の達成のための改善に結びつけ

られるようなシステムが整備され、機能しているか。 

 

（観点に係わる状況）  

外部評価を受け改善するシステムはできている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 平成１６～２２年度の自己点検評価は外部者による評価を受け、その評価結果を一部フ

ィードバックした。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点） 

留学生センター運営委員会はネイティブ英語教員も含めて、留学生センターの運営・企
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画・人事等を審議し決定し、その結果は留学生センター教員、各学部の委員、事務職員に

周知している。更に、議事録は各学部の委員を通して学部構成員に配信され公表されてい

る。 

 

（改善を要する点） 

交流協定締結は殆ど国際貢献推進室（本年度 9 月まで）／国際交流推進センター（本年

度 10 月より）によって進められ、交流協定の状況は、留学生センターへは後日連絡にとど

まっている。留学生センターは、在学中の留学生の日本語教育と生活の指導にとどまらず、

これからは国際的な視野を見据えた留学生教育や日本人学生の派遣に重くべきだと思われ

る。今後、国際交流推進センターとして一体となった活動をする予定であるが、国際交流

に関する事業の応募や概算要求事項、学長裁量経費申請でなど積極的に行っていく必要が

ある。 

 

（３）基準 11 の自己評価の概要 

 

法人化後、留学生センターの運営は留学生センター運営委員会で審議決定されるので、

決定事項などは学内に十分公表される組織である。留学生センターにかかわる組織は学長、

理事（研究・国際貢献担当理事、教育・学生担当理事）、国際貢献推進室長（本年度 9月ま

で）／国際交流推進センター長（本年度 10 月より）、留学生センター長の系列のほかに、

留学生センター及び留学生に係わる事務組織は両理事、学術研究協力部長、国際課長の系

列となっている。縦の系統以外の横の学務部長（学務部）と学術研究協力部長、教務課長

と国際課長との連携を十分に維持する必要がある。留学生センターの活動はセンターニュ

ースや留学生報告などで公表し、更には地元新聞による報道で学内外に知られるようにな

った。また、外部評価を受け改善に役立てることができた。 

留学生センターは国際性を帯びた学生の教育であるが、外国での協定締結や交流促進は

国際貢献担当理事と国際貢献推進室（本年度 9 月まで）／国際交流推進センター（本年度

10 月より）が実施し、それに基づく留学生教育とその対応は教育担当理事と留学生センタ

ー長が担うようになっている。国際交流が協定の締結だけに終わらず、実質的な外国人留

学生の受け入れ・教育と日本人学生の海外派遣による国際的人材の育成によって、大学の

根幹である「学生教育」を主とした国際化を一層推進する必要がある。 

 

イ その他組織運営に関する事項 

基準２ 教育研究組織（実施体制） 

 

(1) 観点ごとの分析 
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基準 2-1 大学の教育研究に係わる基本的な組織構成（学部及び学科、研究科及びその専攻、

その他の組織並びに教養教育の実施体制）が大学の目的に照らして適切なものであること。 

 

観点 2-1-1 ～ 観点 2-1-6 省略 

 

観点 2-1-7：全学的なセンターなどを設置している場合には、その構成が教育研究の目的を

達成する上で適切なものとなっているか。 

 

（観点に係わる状況）  

留学生センターの設置目的に照らして留学生のための、①日本語教育、②修学及び生活

相談、③地域社会との交流、④日本人学生のための海外留学支援、⑤帰国留学生のフォロ

ーアップ等を促進するために、平成２３年度は６名の日本語専任教員が配置されている。

更に、日本人学生の英語力を向上させ、外国留学するために必要な英語力をつけさせるた

めに、５名のネイティブ英語教員を学内運用定員で３年の期限付きで採用し英語教育部門

を平成１８年度に設けた。平成２０年度末からは、佐賀大学における英語教育のさらなる

展開を図るべくネイティブ英語教員を高等教育開発センターに配置換し、留学生センター

の併任教員とした。日本語教育研究部門では、全学教養教育、日本語研修コース、短期プ

ログラム、総合コース、日本語・日本文化研修コース、及び日本語教員養成コースの授業

を担い、全学の留学生の日本語修得に貢献している。英語教育部門では、全学教養教育の

ほか、留学のための英語教育（TOFEL や TOEIC スコアーアップ講義）を行っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

留学生のスピーチ報告会などを見ると、短期間に日本語能力が向上していることが分か

り、留学生センターの日本語教育は効果的に実施されていると判断される。また、日本人

の英語力の向上も著しい。 

 

留学生センターの構成と業務については佐賀大学留学生センター留学生教育研究部門）

参照。 

 

基準 2-2 教育活動を展開する上で必要な運営体制が適切に整備され、機能されていること。 

観点 2-2-1：教授会が、教育活動に係わる重要事項を審議するために必要な活動を行ってい

るか。 
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（観点に係わる状況） 

留学生センターでは教授会に代わる留学生センター運営委員会で、教員人事、年度計画、

カリキユラム及び留学生の成績評価について審議され決定される。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

留学生センター運営委員会の審議事項と報告事項は全て議事録としてまとめられ、全学

部の委員をとおしてそれぞれの学部へ周知されている。議事要旨参照 

 

観点 2-2-2：教育課程や教育方法などを検討する教務委員会などの組織が適切な構成となっ

ているか。また、必要な回数の会議を開催し、実質的な検討が行われているか。 

 

（観点に係わる状況） 

留学生センターは教員数が少ないので学部の教務委員会に相当する組織はない。しかし、

各教育プログラムのコース毎に担当のコーディネーターを決め、コーディネーターを中心

にカリキュラムや年次計画が作られる。その結果を運営委員会で説明・審議し、承認を得

ている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

多くの場合、教務委員会がなくても担当コーディネーターを中心にして議論されている。

その結果は必要に応じて運営委員会に諮る前に教員会議を開催し議論している。 

 

(2) 優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点） 

留学生センター運営委員会で審議され、決定されるので客観的な判断のもとでカリキュ

ラムや年次計画が立案されている。 

 

（改善を要する点） 

教務委員会に代わるものがないので、全て運営委員会で詳細に審議しなければならない。

教務委員会に代わる小さな組織の設置の可能性について検討する必要がある。 

 

(3) 基準 2の自己評価の概要 

 

留学生センターは平成１８年度から、留学生教育研究部門と英語教育部門が設置された。

留学生教育研究部門は全学の外国人のための日本語教育と生活指導が主たる業務であり、

全ての教員が日本語教育の専門家であるので、留学生は短期間で著しく日本語能力を向上
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させることができる。他方、英語教育部門ではネイティブ教員が選択科目として英語教育

を担当している。受講生の高い意欲もあって日本人学生の英語力は確かに向上している。

しかし、海外派遣日本人学生は留学生受入数に比べるとまだまだ少数であるので、その強

化策が必要である。 

平成１８年度１１月から全学の教育委員会に留学センター長がオブザーバーとして参加す

ることになったので、全学的な教育制度を取り入れた留学生教育が可能となった。 
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４． その他 

（１） 平成２２年度の外部評価 

平成２４年２月、元佐賀大学長 佐古宣道氏に、平成２２年度の留学生センターの自己

点検評価報告書の外部評価を受け、評価手法、評価基準、評価の妥当性については、すべ

て妥当であると評価されたうえで、下記のような所感が提出された。 

 

 

佐賀大学留学生センター自己点検報告書－ 平成２２年度 －について、平成２４年３月

１４日に佐賀大学で同センター長始め関係教職員との質疑を通じて外部評価を実施しま

した。 

 評価検証結果報告書に記載したとおり、評価手法、評価基準、評価の妥当性については、

それぞれ適切かつ妥当でした。 

 ところで、同センターは、平成１２年４月文科省省令施設として設置されました。西暦

２０００年１月３１日付けで発行された「広報佐賀大学第５号」に、私は当時の学長とし

て「昨年は本学の創立５０周年目の年でした。２１世紀までの本年一年間を新たな時代の

風をはらんだ本学の大航海の船出の年にしたいものです。１２年の概算要求政府案で認め

られた学術処理センターおよび留学生センターの新設云々と書きました。これは、この年

の学長としての新年の挨拶の内容でもありましたが、設置される留学生センターに対する

当時の学内の期待がいかに大きかったかを想い起こしています。 

 これ以降、同センターは、活発に教育活動を実施され、設置の目的に沿ってカリキュラ

ムの充実を図りながら、佐賀大学の重要な教育機関として発展を続けてきました。この間、

平成１８年には留学生教育研究部門に英語教育部門を加えた２部門から構成される組織

改革を実施されました。２つの部門はそれぞれの設置の目的に準じた多種のコースを設け

て、開講科目を拡充しつつ、関係教職員が教育効果を高める努力を継続し、様々な観点か

ら留学生に対して指導助言を施してきたことなどは高く評価されます。 

佐賀大学の国際戦略構想により、本年度から、同センターは国際交流推進センターの設

置に伴って新たな展開をみることになりました。この新しいセンターは「２１世紀初頭の

佐賀大学の在り方」（平成１３年４月１３日）の１９ページ（３）国際交流センター（仮

称）の設置との構想に端を発していると思います。現在、当面の課題としては、海外から

の受け入れ留学生の減少傾向および日本人学生の内向き志向への佐賀大学としての効果

的な対応策の策定が挙げられます。コミュニケーション能力や異文化への理解を含めた社

会性を備える人材養成のためには、留学生センター内の２つの部門が担ってきた教育研究

での重みはますます高まりますので、関係の教職員の皆さんが課せられた役割に真摯に取

り組んで、今後とも大いに活躍されるよう切に希望します。 

  外部評価の終わりに当り一言所感を記述させて頂きました。 
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概要２０１１年度 

 
留学生センター 副センター長 

英語教育部門 
早瀬 博範 

 
 ２００６年度に「英語ネイティブ教員による英語運用力強化」事業として、

新規に英語のネイティブ・インストラクター５名を採用し、半期５０コマの授

業を開講し、学生の英語コミュニケーション能力の強化に努めてきた。２００

８年度には、当初留学生センターで採用の際に設定した３年間の任期終了に伴

い、３年間の５名の教員の教育成果を検証・評価し、事業の総括を行った。 
その結果、５名すべての教育成果とその貢献度を高く評価し、事業に新たに

「カリキュラムと教材の開発」という内容を加え、第２期は高等教育開発セン

ターの教員として新規採用し、本事業を継続発展させることにした。彼らの所

属は高等教育開発センターになったが、授業の実施は、これまでと同様、留学

生センターの英語教育部門で継続して行うこととし、教員は全員、留学生セン

ターの併任教員とした。本報告書では、留学センターで企画実施した授業を中

心に彼らの教育活動を報告する。 
授業の基本方針は、以下の３点である。 

 

（１）少人数教育（1 クラスの受講生１０人から１６名以下） 
（２）プレイスメントテストによる習熟度別クラス編成 
（３）コミュニケーション能力の育成強化に特化 

 

しかしながら、２０１０年度からは、この基本方針は守りつつ、ネイティブ教

員の実施する授業の約半分（半期約２５コマ）を学部大学院の授業担当とする

ことで、単位化することにした。もともとオプションの２５コマの授業は、単

位はでないが、学生のニーズやレベルに合わせて意欲のある学生の英語力を特

別な目的と訓練のために始めたものであるが、様々な問題があり、単位化した

方がいいとの判断による大幅な変更である。２５コマの授業の単位化と、アカ

デミックな英語能力の育成というのがその趣旨である。 
 この変更は、ネイティブ教員の活用として何を目標とするかに大きくかかわ

るものであるので、この変更が果たして彼らの活用法として良いものであるか

については、今後の成果を見て判断することになると思われる。 
 彼らの活用法に関しては、２０１１年４月に創設された「全学教育機構」と

して目下議論の最中であるが、これまでの実績をふまえ、上級クラルでの活用、

学部大学院での授業の廃止、留学に特化した特別コースの設定などを検討して

いる。 
 ２０１１年度もネイティブ教員のクラスは、教養教育の「英語」として、新

入生の約６割が受講を希望しており、学生のニーズは高い。しかも本授業のお

かげで留学を達成できたという学生も出てきていて、本事業の成果は着実に表

れているのは間違いないので、全学教育機構でのプログラムに更なる充実に期

待がかかっている。  
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授業科目 2011 

 

 

ネイティブ・インストラクターのよる授業は、２００９年度から大きく次の 3 つに分かれて

実施されている。５人合計で、一学期約５０コマ実施している。授業の内容と目的は以下の

通りである。 

 

＜教養教育英語必修科目＞ 

   教養教育機構で、必修単位として開講されている。１科目１単位。現在は、１年生用

として開講。ネイティブ教員の受講希望者に対し、プレースメントテストによりレベル分け

をおこない、各クラス１6 名以下の少人数クラスである。  

 〔注〕ただし、医学部の場合は、医学部独自のカリキュラムが決められていることから、   

    上記のルールは、適応せず、１年生全員の受講で、プレスメントテストも行わない 

    で開講した。その結果、少人数制は実施できていない。これは、未だに課題である。 

 

○「アクティブ・イングリッシュ I（＝Active English  I ）」   

   高校までの基礎的な能力を基盤にして、英語でコミュニケーションを行うために

必要な基礎的な単語や表現を取得し、それらを実際に使用できるレベルまで高め

るためのトレーニングを行う。４技能の中でも、特にリスニングとスピーキング

技能を強化させる。 

 

○「アクティブ・イングリッシュ II （＝Active English  II） 」  

     AE I で得た能力を基盤として、より実践的なコミュニケーション能力を習得する

ことを目的とする。異文化交流の場面で生じるさまざまな社会的・文化的テーマ

を取り上げ、自己表現・意思伝達のための技能をトレーニングする。リーディン

グ、ライティング、スピーキング、リスニングの４技能の基礎的能力がバランス

よく育成されるようにする。TOEIC４００点レベルを目指す。 

 

 ○「アクティブ・イングリッシュ III （＝Active English  III） 」  

     AE II までに得た能力を基盤として、実践的なコミュニケーション能力を習得す

ることを目的とする。スピーチやディスカッションなどの実践的なトレーニング

を行う。４技能のバランスの良い育成と強化を図る。TOEIC４５０点レベルを目

指す。 
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＜学部・大学院選択科目＞ 

 ２００９年度から新たに実施したもので、学部レベルとしては、文化教育、経済、農学部

で、大学院レベルとしては、工学系研究科で実施している。学部・大学院の授業なので、ア

カデミックな英語(English for Academic Purposes)の育成を目指す。 

各学部・大学院の授業内容に応じて、以下のような授業が設定されている。すべて各学部

大学院において、単位化されている。 

 ○文化教育学部：  

「実践英語(=Practical English)」 

  専門課程で必要になる英語での論文作成や口頭発表の基礎的な技術 

  を育成を目指す。 

     「専門教育外国語(=English in Special Course)」 

       各専門分野に特化して英語のよる論文作成や口頭発表の実践的訓練 

       を行う。 

 ○経済学部： 

  ｢アカデミック・スピーキング（=Academic Speaking）｣  

英語による学会発表やディスカッションに必要な英語力を強化するための

授業。ディベートなどを取り入れ、口頭発表に必要な基本的な表現法や応答

の仕方などを通して、英語によるスピーチコミュニケーション能力を身につ

けさせる。 

  「アカデミック・ライティング (=Academic Writing )」 

英語によるレポートや論文作成の実践的な演習。実際にレポートや論文を

作成し、添削指導などによって、論文の書き方を習得する。 

 「トーイック・スコア・アップ」（＝TOEIC SCORE-UP）」 

トーイック・テストのスコア・アップのための対策講座。 

○ 農学部 

      「アカデミック英語コミュニケーション」 (=Academic English     

     Communication)」 

     専門分野に関連した内容について英語での発表やディスカッション 

     能力の育成を目指す。 

      「アカデミック英語プレゼンテーション(=Academic English  

       Presentation)」 

       専門分野に関連した話題について英語のプレゼンテーション能力の 

       育成を目指す。 

○ 工学系研究科 

   「科学英語特論」（Advanced Study of Scientific English） 

      大学院の学生の論文執筆、学会等でのプレゼンテーション能力を実践的に訓練
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する。 

 

＜選択科目＞ 

学生のニーズに合わせて、以下の授業科目を留学生センターにて開講する。前述の学

部・大学院授業と同様に、アカデミックな英語の育成を目指すが、学生のニーズ、特に

留学目的の学生のための授業として設定している。 

教養教育運営機構の単位数とは無関係に履修できるが、各授業担当教員が設定してい

る受講基準を満たさなければならない。 

 なお、特に医学部の学生の便宜を考え、夏期と冬期の集中の講座としても一部開講し

た。 

 

○ 「アカデミック・ライティング(=Academic Writing I)」 

大学でのレポートや論文作成に必要なライティングの能力を高めるための基盤とな

る授業。英語で論文が書けるように、まず、論理的な思考法や論構成、論文特有の表

現など、論文作成の基礎的な内容について講義する。１クラスの人数を 15 名程度に

制限する。 

 

○ 「アカデミック・ライティング(=Academic Writing )」 

 英語によるレポートや論文作成の実践的な演習。 

 実際にレポートや論文を作成し、添削指導などによって、論文の書き方を習  

 得する。１クラスの人数を 1０名程度に制限する。 

  

○「トーフル・ストラテジー」(＝TL Strategy)」 

    TOEFL のスコア・アップのための攻略講座。TOEFL の出題形式に合わせて、   

    リスニング、文法力、読解力を強化するための訓練をおこない、留学に必 

    要な５５０点を目指す。１クラスの人数を 20 名程度に制限する。 

 

○ 「トーイック・スコア・アップ」（＝TOEIC SCORE-UP）」 

 TOEIC のスコア・アップのための対策講座。TOEIC の出題形式に合わせて、  

 リスニング、文法力、読解力を強化するための訓練をおこない、各学生が 

 TOEIC において１００点アップを目指す。１クラスの人数を 20 名程度に制 

 限する。  

 

○ 留学準備(Study Abroad : Living Skills) 

   海外留学に必要な英語力に習得と、授業の受講の仕方、生活の仕方などに 

   ついての基本的な知識を身につけ、留学を成功に導くための準備のための 
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   実践的な授業。 

 

○ 「海外英語研修」 

   一ヶ月の海外での語学研修を含んだ授業で、語学学校での研修とホームス 

   テイをとおして、海外での生活で必要な英語力と文化的な知識を実践的に 

   身につけることを目的とする。日本での事前・事後の授業をおこなう。プ 

   ログラム修了者には、教養教育の単位２単位が与えられる。具体的には次の２つ 

   のプログラムを実施している。 

 

 「パシフィック大学ホームステイ・プログラム (=Pacific University Homestay 

Program)」 

   毎年９月に米国オレゴン州パシフィック大学での１ヶ月の語学研修。今年度は９

名参加。 

 「ラトローブ大学ホームステイ・プログラム(La Trobe Homestay Program)   

   毎年３月にオーストラリア、メルボルンのラトローブ大学での１カ月の語学研修。

今年度は９名参加。 

 

    ○「フード・カルチャー」(Culture in Food) 

   英語圏の文化を比較する。特にその国の食物に注目して、そこからそれぞ 

   れぞれの国の歴史や文化を探る。 
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Spring Semester  2011 (Heisei 23)   Timetable   

 

E:経済学部開講科目(5) C:文化教育学部開講科目(4) S:理工学部（大学院）開講科目(5) A:農学部開講科目(3) ISC:留学生センター開講科目(7) 英語 N：教養英語科目(26) 

                                             

   I 

8:50    10:20 

II 

10:30                          12:00 

III 

13:00                     14:30 

IV 

14:40                    16:10 

V 

16:20                     17:50 

 

Mon 

  C: Practical English 実践英語 

 –Meyerhoff  241 

 

ISC: TOEIC Score Up –South  126 

 

 

A(3): Academic English Communication 

（応用生物科学科）-Angove   LM２ 

 

 

Tue 

 

 

英語 N Medicine (医学部 medical)  

Active English  Bowman  

Dai5Kougishitsu（1203） 

Active English  Fellner 

              Dai6Kougishitsu(1204)  

 C: Practical English –Angove ＬＭ２ 

 

 

A(2): Academic English Communication 

（生命機能科学科）-Meyerhoff 

 

Dai4Kougishitsu, 2F, #1Build. of Agriculture 

C: Practical English -Angove  ＬＭ２ 

 

Wed 

 

 

Advanced Study of Scientific English 

科学英語特論 

S: ASSE -Bowman 220, 2F, #1Build. of SE 

S: ASSE -Fellner  219, 2F, #1Build. of SE 

S: ASSE -Meyerhoff 210, 2F, #1Build. of SE 

 

S: ASSE -Bowman 220, 2F, #1Build. of SE 

 

S: ASSE –Angove  １４３ 

 

英語 N Economics （経済学部） 

Active English I Bowman   143 

Active English II Angove  222, LM2 

Active English II Fellner 21３ 

Active English III South  142 

Active English III Meyerhoff 216 

英語 N Science & Engineering(理工学部) A 

Active English I  South  142 

Active English II Fellner  213 

Active English II Angove  222, LM2 

Active English III Meyerhoff 216 

 

 

Thu 

 

 

E: TOEIC Score Up –Bowman 

    125 Enshu shitsu, 2F, #1 Build. of Econ.  

 

英語 N Medicine (医学部 nursing)  

Active English  South     

Dai6Kougishitsu (1204)        

E: Academic Writing I –Bowman 

  134 Enshu shitsu, 3F, #1 Build. of Econ. 

E: Academic Writing II –Fellner 

  133 Enshu shitsu, 3F, #1 Build. of Econ. 

C: Practical English -Angove ＬＭ１ 

 

 

英語 N Agriculture (農学部) 

Active English I Bowman   143 

Active English I South 142 

Active English II Angove  222, LM2 

Active English II Fellner  213 

Active English III Meyerhoff 216 

 

Fri 

 E: Academic Speaking A  -Fellner  

  133 Enshu shitsu, 3F, #1 Build. of Econ. 

 

E: Academic Speaking B-Meyerhoff 

  134 Enshu shitsu, 3F, #1 Build. of Econ. 

 

 

 

英語 N Culture & Education （文化教育学部） 

Active English I Bowman    143 

Active English II Angove  222, LM2 

Active English II Fellner    213 

Active English III South   142 

Active English III Meyerhoff 216 

英語 N Science & Engineering(理工学部) B 

Active English I Bowman    143 

Active English I South 142 

Active English II Angove  222, LM2 

Active English II Fellner   213 

A(3): Academic English Communication 

（生物環境科学科）-Meyerhoff 

  Dai4Kougishitsu, 2F, #1Build. of Agriculture 
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Fall Semester  2011 (Heisei 23)   Timetable   

 

  

   I 

8:50    10:20 

II 

10:30                          12:00 

III 

13:00                     14:30 

IV 

14:40                    16:10 

V 

16:20                     17:50 

 

Mon 

 TOEIC Score Up   Bowman Academic English   Angove 

 

 

 

 

Culture in Food    Angove 

Academic English   Bowman 

 

 

Tue 

 

 

 

Academic Speaking A   Fellner 

Academic Speaking B   Meyerhoff 

               

TOEFL Strategy   Meyerhoff 

TOEIC Score Up   Bowman 

Academic Writing   South 

 

 

Practical English   Bowman  

Academic English   Fellner 

 

Wed 

 

 

S: ASSE     South 

S: ASSE     Fellner   

S: ASSE    South 

 

S: ASSE    Angove   

 

Active English I Bowman    

Active English II Angove   

Active English II Fellner  

Active English III South   

Active English III Meyerhoff  

Active English I  Bowman   

Active English II Fellner   

Active English II Angove   

Active English III Meyerhoff  

 

 

Thu 

 

 

Practical English   Fellner 

Practical English   Meyerhoff 

 

Practical English   Bowman 

 

               

 

  

E: Academic Writing II     Meyerhoff 

   

 

 

Active English I Bowman    

Active English I South  

Active English II Angove   

Active English II Fellner   

Active English III Meyerhoff  

 

Fri 

 Active English   Meyerhoff 

Active English   South 

 

 

Active English I Bowman     

Active English II Angove   

Active English II Fellner     

Active English III South    

Active English III Meyerhoff  

Active English I Bowman     

Active English I South  

Active English II Angove   

Active English II Fellner    
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授業評価２０１１ 
 

ネイティブによる授業を評価する際に、以下の２つの方法で実施している。 

① 学生による授業評価 

② Pre-Test と Post-Test による成績上昇率 

 

①学生による授業評価アンケート結果 2011（抜粋） 
他の授業同様、他の授業と同じ一般の「学生による授業評価アンケート」を

使用している。ここに抜粋し掲載したデータは、ネイティブ教員の行った全て

の授業を対象として、授業評価に直接繋がる以下の６項目を抜粋して次の頁に

抜粋している。満点は５点である。 

＜評価項目＞ 

① この授業の内容は理解できる。 ＜B-1>    

② この科目を受講してみて、内容への興味が増してきた。 <B-2>  

③ 教材は分かりやすかった。 <B-4>    

④ 授業を分かりやすくする工夫が感じられた。<C-1>   

⑤ 学生の質問に適切に対応してくれている。 <C-2>   

⑥ この授業を受講して満足が得られた。<D -1>  

 

＜分析＞ 

この結果より、ネイティブ教員の授業は、すべての授業において、各項目に

おいて４点以上の数値が多い。これは、学生にとってその授業は十分理解でき、

かつ満足のいくものであったことを示している。 

 

②Pre-Test と Post-Test による成績上昇率 

＜評価方法＞ 

学生は、一番最初の授業で Pre-Test を受け、一番最後の授業で Post-Test を受

けている。同レベルのテストを学期始めと学期終了時に受けることで、成績の

伸びを測っている。これによって、半期の授業成果を見る。すべて科目で実施

し、その結果を頁から示している。 

 

＜分析＞ 

ほとんどすべての授業で成績が上昇していることが分かり、十分な成果が出て

いると判断できる。 

 



授業科目名 2011年度 学期 Ｂ-1　 Ｂ-２　 Ｂ-４　 Ｃ-２ Ｄ-１

実践英語 前期 3.818 4.091 4 4.182 3.909
実践英語 前期 4 4.333 4 4 4.667
実践英語 前期 3.875 4.125 4 4 4
実践英語 前期 4 4 2.5 5 4.5

特殊講義（アカデミック・ライティングⅠ）前期 3.75 4 3.5 4.5 4.25
特殊講義（アカデミック・スピーキング A前期 4.5 5 4.5 5 5

特殊講義（TOEICスコア・アップ） 前期 4.333 4.667 4.333 4.556 4.556
科学英語特論 前期 3.769 3.615 3.75 4.333 4
科学英語特論 前期 4.077 4.154 4.308 4.154 4.154
科学英語特論 前期 3.667 3.889 3.444 4.333 4.111
科学英語特論 前期 4.286 4.429 4.429 4.429 4.714
科学英語特論 前期 3.25 3.75 3.25 3.857 3.875

アカデミック英語コミュニケーション 前期 4.125 4.125 4.125 4.375 4.25
アカデミック英語コミュニケーション 前期 3.167 3.5 3.167 4.167 3.833
アカデミック英語コミュニケーション 前期 2.375 2.625 2.875 3.625 3

英語 前期 4.25 4.125 4.125 4.625 4.25
英語 前期 4.091 3.818 3.273 3.636 3.636
英語 前期 3.889 4.111 3.625 4.111 3.889
英語 前期 3.778 4 3.778 4.222 3.889
英語 前期 4.222 4.556 4.444 4.667 4.667
英語 前期 4.435 4.13 4.435 4.429 4.348
英語 前期 4.455 4.455 4.273 4.818 4.727
英語 前期 4.25 4.125 4.25 4.5 4.25
英語 前期 3.667 4.083 3.667 4 4.167
英語 前期 3.7 3.9 3.7 4.2 4
英語 前期 4.2 3.9 4.1 4 3.9
英語 前期 4.333 4.111 4.333 4.556 4.444
英語 前期 4.1 4.2 4.3 4.4 4.1
英語 前期 4.2 4.4 4 4.5 4.4
英語 前期 4.143 4.286 4 4.571 4.143
英語 前期 3.857 4.429 4.429 4.429 4.429
英語 前期 4.333 4.167 4.333 4 4.333
英語 前期 3.5 3.6 3.7 3.8 3.6
英語 前期 3.75 3.875 3.75 4.125 4
英語 前期 3.545 3.364 3.182 3.818 3.818
英語 前期 3.818 3.727 3 4 3.636
英語 前期 3.571 3.857 3.429 4.286 4
英語 前期 4.2 4.2 4.067 4.4 4.2
英語 前期 3.7 3.7 4 4.1 3.9
英語 前期 4.042 3.958 3.875 4.042 3.917
英語 前期 3.727 3.909 4 4.273 4

実践英語 後期 4.25 3.5 3.5 5 4
実践英語 後期 0 0 0 0 0
実践英語 後期 4.333 4.167 4.333 4.5 4.5

特殊講義（アカデミック・ライティングⅠ）後期 5 5 5 5 5
特殊講義（アカデミック・ライティングⅡ）後期 5 5 4 5 5
特殊講義（アカデミック・スピーキング A後期 4.667 4.667 5 4.667 4.333

特殊講義（TOEFL  ストラテジー） 後期 5 5 4 5 5
科学英語特論 後期 3.5 4 3.5 4 4
科学英語特論 後期 0 0 0 0 0
科学英語特論 後期 5 5 4 5 5
科学英語特論 後期 5 5 4 5 5

アカデミック英語プレゼンテーション 後期 5 5 5 5 5
アカデミック英語プレゼンテーション 後期 4 3.667 4.333 4.667 4
アカデミック英語プレゼンテーション 後期 4.333 4.667 4.333 4.667 4.667

英語 後期 4.25 4.375 4.375 4.375 4.375



英語 後期 3.727 3.636 3.727 4.091 4
英語 後期 3.444 3.333 3.444 3.778 3.556
英語 後期 4 4.2 3.8 4.4 4.2
英語 後期 4.083 4.167 4.167 4.333 4.333
英語 後期 3.571 3.429 3.714 4 3.857
英語 後期 4.286 4.143 4.143 4.143 4
英語 後期 4.545 4.636 4.455 4.636 4.545
英語 後期 3.75 4 3.75 4 4
英語 後期 4.444 4 4.111 4.111 4
英語 後期 4.286 4.286 4.429 4.571 4.286
英語 後期 3.667 3.667 4 4 4
英語 後期 4.4 4.2 4.6 4.4 4.4
英語 後期 3.875 4 3.75 4.125 4.125
英語 後期 4.091 4.182 4.182 4.182 4.182
英語 後期 3.667 3.333 3.5 3.833 3.667
英語 後期 4.333 4 3.333 4 4
英語 後期 4 3.9 3.6 4.222 4
英語 後期 3.444 3.333 3.222 3.9 3.333
英語 後期 4.286 4.143 3.714 4.714 4.286
英語 後期 4.286 4.429 4.143 4.286 4.571
英語 後期 4 3.875 3.5 4 3.75
英語 後期 4.333 4 4.111 4.222 4
英語 後期 5 5 4 5 5
英語 後期 4 4 3.75 4 4



ACTIVE ENGLISH 2011

L-IMP=聴解上昇率（％）　R-IMP=読解上昇率(%)  W-IMP=作文上昇率(%) S-IMP＝会話上昇率　G-IMP=総合上昇率(%)

Active English前期

Class# Stud'sPre-L Post_L L-IMP Pre-R Post-RR-IMP Pre-W Post_W W-IMP Pre-S Post_S S-IMP Pre-G Post_G G-IMP

S1 12 13.3 15.3 15.0 14.4 15.5 7.6 11.2 17.2 53.7 10.6 20.0 89 49.4 68 37.4

S2 8 11.7 12.6 7.6 7.6 10.0 31.1 6.4 12.8 98.3 6.3 13.9 119.3 32.1 49.2 53.5
S3 10 11.0 12.6 15 9.0 11.9 32.0 5.3 11.1 109.0 7.5 17.9 139.0 32.8 53.5 63.1
S4 9 13.3 15.0 12.5 11.0 16.3 48.5 10.3 17.7 71.0 13.5 29.3 117.3 48.2 78.3 62.6
S5 11 10.1 11.9 18.0 6.7 8.2 22.4 5.7 12.6 120.6 5.2 14.0 170.2 27.1 46.7 72.6
S6 30 12.1 13.2 9.1 11.7 13.4 14.2 7.8 13.7 75.2 31.6 40.2 27.3
F1 18 35/75 46/75 34%
F2 22 31/75 43/75 38%
F3 26 34/75 40/75 18%
F4 12 35/75 46/75 31%
F5 14 29/75 38/75 31%
M１ 18 20/45 32/45 26%
M２ 12 27/45 37/45 22%
M４ 13 27/45 39/45 27%
M５ 21 23/45 31/45 17%
B1 7 51.7 53.2 1.5
B2 13 50.1 63.3 13.2
B3 14 44.5 49.7 5.9
B4 12 37.4 49.9 12.5
B5 13 72.7 80.6 7.9
B6 26 39.3 42.3 3
A1 10 64 74 10 59 69 10 62 72 10
A2 12 55 60 5 50 60 10 67 76 9 61 71 10 58 67 9
A3 12 50 60 10 40 60 20 57 66 9 61 68 7 52 64 12
A4 15 65 70 5 60 65 5 67 76 9 68 76 8 65 72 7
A5 12 60 65 5 60 66 6 66 76 10 64 76 12 62 71 9



ACTIVE ENGLISH 2011

L-IMP=聴解上昇率（％）　R-IMP=読解上昇率(%)  W-IMP=作文上昇率(%) S-IMP＝会話上昇率　G-IMP=総合上昇率(%)

Active English 後期
Class Pre-L Post_L L-IMP Pre-R Post-R R-IMP Pre-W Post_W W-IMP Pre-S Post_S S-IMP Pre-G Post_G G-IMP
S1 10 12.9 15.9 23.3 13.1 13.9 5.7 10.5 16.3 54.8 13.1 23.0 75.2 49.6 69.0 39.0
S2 10 11.0 12.3 11.8 9.0 11.8 31.1 5.3 15.0 183.0 7.5 25.7 242.7 32.8 64.8 97.6
S3 14 14.4 15.6 8.4 13.1 14.7 12.0 15.7 19.5 24.1 24.1 30.2 25.1 67.4 80.1 19
S4 8 12.9 12.5 -2.9 7.8 9.9 27.4 7.5 12.1 61.7 8.9 12.0 35.2 37.0 46.5 25.7
S5 13 16.2 16.9 4.8 17.5 17.2 -2.2 16.2 18.7 15.2 49.9 52.8 5.7
F1 6 35/75 48/75 37%
F2 20 31/75 46/75 48%
F3 17 34/75 44/75 29%
F4 15 30/75 39/75 30%
F5 14 28/75 34/45 29%
M１ 18 18/45 29/45 24%
M２ 8 27/45 37/45 22%
M４ 12 27/45 39/45 27%
M５ 13 29/45 31/45 7%
B1 16 53.2 63.5 12.3
B2 8 42.3 63.5 12.3
B3 13 42.3 46.7 4.4
B4 15 63.3 70.7 17.4
B5 12 49.9 58.2 8.3
A1 10 55 60 5 40 45 5 63 71 8 60 76 16
A2 12 50 60 10 40 70 30 57 65 8 60 74 14
A3 12 65 70 5 60 65 5 67 77 10 60 84 24
A4 7 60 70 10 60 70 10 65 79 14 60 75 15
A5 6 65 70 5 45 55 10 63 73 10 60 77 17
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社会貢献（２０１1 年度分） 
 

 

以下の地域及び学内の事業に対して、英語教育部門の全員が参加協力し、指導助言を行っている。 

 

＜学外＞ 

2011 年 

 

8 月  佐賀県中学校英語部会主催による「佐賀県中学校英語ディベート・コンテスト」 

講習会での講師および審査員 

10 月 佐賀県高校英語部会主催による「佐賀県高校英語スピーチ・コンテスト」審査員 

11 月 佐賀県高校英語部会主催による「佐賀県高校英語ディベート・コンテスト」審査員 

 

2012 年 

1 月 佐賀大学地域貢献事業「佐賀大学杯高校生ディベート選手権大会（英語部門）」審査員 

 

 

＜学内＞ 

特に今年度は、本学の教職員のための講座を以下のように、３種類 6 コース開設し、本学の国際化に貢

献した。過去コース 6 コマで、９月に実施し、定員を超えるコースもあり、高いニーズを感じた。以下

は、その募集のパンフレットと時間割である。 
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Summer Intensive Teaching Faculty and Staff Development Courses 
  
 佐賀大学高等教育開発センターでは、平成２３年度の教職員のための夏期英語強化コースを以下の要領で開設します。 
本コースは、本学の国際化を推進するという目的で、昨年度３月に２コースを試行として行いましたところ、定員の３倍

の応募があり、高いニーズがあることがわかりましたので、今回はコースやレベルも増やし、さらに、対象者も「大学コ

ンソーシアム佐賀」に所属の教職員まで広げ、本格的に実施することとなりました。 
 暑い夏の間のコースとなりますが、皆様奮ってご参加ください。 
なお、この件に関するお問い合わせは、英語教育部門長の早瀬へ(hayaseh@cc.saga-u.ac.jp)、ご連絡ください。  
１．応募対象者 
  「大学コンソーシアム佐賀」に加盟している大学所属の教職員で、６コマすべてに参加できること。 
  なお、佐賀大学の場合、本プログラムは、職員研修プログラムとして認定されていますが、職員の方は、あらかじめ 
  所属長の許可を取っておくこと。 
２．応募方法 
  以下の応募用紙に必要事項を記入し、E-mail にて、佐賀大学高等教育開発センターへ送付すること。 
３．応募締め切り 
  平成 23 年 8 月 18 日（木曜日）１７時まで。 
４．受講者の決定 
  平成 23 年 8 月 19 日（金曜日）にメールにて、個別に連絡する。応募者が多数で定員を超えたクラスは、 
  高等教育開発センターにて、センター長立ち会いのもと抽選にて受講者を決定する。 
５．修了書の交付 
  各コースを修了した方には、佐賀大学高等教育開発センターより修了書を交付する。 
６．各コースの概要 
「英語で授業に挑戦」（Methodology & Pedagogy） 

  大学の講義を英語で行うための英語表現を習得するとともに、英語を使った授業展開の様々な教授法を実践する。中  

  級者と上級者レベルを開設。各クラス定員 8名。 

「英語プレゼンテーション」（Presentations : Practice for the Real World） 

  英語による効果的なプレゼンテーションの方法について、英語表現、資料の作成方法など実践的な活動を通して習得 

  する。中級者レベルを２クラス開設。各クラス定員 8名。 

「職場で使える英語」(International Writing and Correspondence) 

  海外からの訪問者の応対、電話やメールでの対応など、国際交流の現場を想定し実践的に必要な英語力を習得する。 

  初級者と中級者レベルを開設。各クラス定員 8名。 

７．各クラスのスケジュールと担当教員及び教室 

各クラスのスケジュールと担当教員は別添の書類を参照してください。 

なお、教室は、佐賀大学本庄キャンパスの教養第１号館２階、１２７番教室と１２８番教室を使用。詳細は別添書

類を参照してください。 
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Summer Intensive Teaching Faculty and Staff Development Courses  Teaching Faculty Development Courses 
- Module I : Methodology & Pedagogy (Intermediate) –Andrew Meyerhoff/Terry Fellner (Sept. 5, 7, 9, 12, 14, 16) 
- Module II: Methodology & Pedagogy (Advanced) –Terry Fellner/ Andrew Meyerhoff (Sept. 12, 13, 14, 16, 20, 22) 
-  
- Module II: Presentations: Practice for the Real World  (Intermediate) – Terry Fellner/Andrew Meyerhoff 
-  (Sept. 5, 6, 7, 8, 9) 
- Module II: Presentations: Practice for the Real World (Advanced) – Andrew Meyerhoff/ Terry Fellner  
- (Sept. 13, 14, 15, 16) 
-  Staff Development Courses 
- Module II: International Writing and Correspondence (Beginner) – Dana Angove or Alan Bowman and part-timer  

(Sept. 5, 6, 7, 8, 9) 
- Module III: International Writing and Correspondence (Intermediate) – Dana Angove or Alan Bowman and part-timer  

(Sept. 20, 21, 22) 
 
Teacher Education Workshop – Andrew Meyerhoff and part-timer (Sept. 15) 

 
Week 1  
Time Sept. 5th  Sept. 6th  Sept. 7h  Sept. 8th  Sept. 9th  Sept. 

10th  
10:30 – 
12:00 

      

13:00 – 
14:30 

Fellner/Meyerhoff
Presentations  
(Intermediate) 
 
International 
Correspondence
(Beginner) – 
Angove or 
Bowman & P//T 
 
 

Fellner/Meyerhoff 
Presentations  
(Intermediate) 
 
International 
Correspondence 
(Beginner) – 
Angove or 
Bowman & P//T 
 

Fellner/Meyerhoff 
Presentations  
(Intermediate) 
 
 
International 
Correspondence 
(Beginner) – Angove or 
Bowman & P//T 
 

Fellner/Meyerhoff
Presentations  
(Intermediate) 
 
International 
Correspondence
(Beginner) – 
Angove or 
Bowman & P//T 
 

Fellner/Meyerhoff 
Presentations  
(Intermediate) 
 
 
International 
Correspondence 
(Beginner) – Angove or 
Bowman & P//T 
 

 

14: 40 –  
16: 10 

 Fellner/Meyerhoff 
Presentations  
(Intermediate) 
 
International 
Correspondence 
(Beginner) – 
Angove or 
Bowman & P//T 
 

    

16:20 – 
17:50 

      

18:30 – 
20:00 

– 
Meyerhoff/Fellner
Methodology & 
Pedagogy 
(Intermediate) 
 

 –  
Meyerhoff/Fellner
Methodology & 
Pedagogy 
(Intermediate) 

 – Meyerhoff/Fellner 
Methodology & 
Pedagogy 
(Intermediate) 

 

 

 
Week 2 
Time Sept. 12th  Sept. 13th  Sept. 14th  Sept. 15th  Sept. 16th  Sept. 17th  
10:30 – 12:00       
13:00 – 14:30 Fellner/Meyerhoff 

Presentations  
(Advanced) 

Fellner/Meyerhoff
Presentations  
(Advanced) 

Fellner/Meyerhoff
Presentations  
(Advanced) 

Fellner/Meyerhoff
Presentations  
(Advanced)  

Fellner/Meyerhoff 
Presentations  
(Advanced) 

 

14: 40 – 16: 10  Fellner/Meyerhoff
Presentations  
(Advanced) 

Fellner/Meyerhoff
Presentations  
(Advanced) 

    

16:20 – 17:50    Meyerhoff & P/T 
Teacher Ed 
Course 
(Workshop) 

  

18:30 – 20:00 Meyerhoff/Fellner 
Methodology & 
Pedagogy 
(Intermediate) 

Meyerhoff/Fellner
Methodology & 
Pedagogy 
(Intermediate) 

Meyerhoff/Fellner
Methodology & 
Pedagogy 
(Intermediate) 

Meyerhoff & P/T 
Teacher Ed 
Course 
(Workshop) 

Meyerhoff/Fellner 
Methodology & 
Pedagogy 
(Intermediate) 

 

Week 3 
Time Sept. 19th  Sept. 20th  Sept 21st Sept 22nd  Sept. 23rd  
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10:30 – 
12:00 

Holiday International 
Correspondence
(Intermediate) – 
Angove or 
Bowman & P//T 

International 
Correspondence  
(Intermediate)– 
Angove or 
Bowman & P/T 

International 
Correspondence 
(Intermediate) – 
Angove or 
Bowman & P/T 

Holiday  

13:00 – 
14:30 

      

14:40 – 
16:10 

      

16:20 – 
17:50 

  International 
Correspondence
(Intermediate) – 
Angove or 
Bowman & P//T 

International 
Correspondence
(Intermediate) – 
Angove or 
Bowman & P//T 

International 
Correspondence
(Intermediate) – 
Angove or 
Bowman & P//T 

  

18:30 – 
20:00 

 Meyerhoff/Fellner
Methodology & 
Pedagogy 
(Intermediate) 
 

 Meyerhoff/Fellner
Methodology & 
Pedagogy 
(Intermediate) 
 

  

 
Brief Descriptions: 
 
I. Methodology & Pedagogy: - Ice-breakers; Affect and Motivation; Student Centered Teaching; 

Classroom Activities; Learning Strategies; Modeling, Practicing, Presenting; Classroom 
Management; Assessment; Peer Modeling 

II. Presentations: Practice for the Real World: - Learning the basics of preparing and delivery of 
presentations, both locally and internationally. Will cover such aspects as: organization; body 
language and gestures; useful expressions; making appealing slides; linking expressions; and 
much, much more 

III. International Writing and Correspondence: - How to take notes, effectively; writing memos, short 
business letters and emails; developing listening skills; and responding to requests 

IV. Teacher Education Course: - TPR; Games; Songs; Humor; Lesson Planning; Classroom mood; 
Motivation; Discipline Issues; Team teaching; Classroom management 
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今後の検討課題２０１1 年 

 

１．学部大学院での授業の有効性 

２００９年度から開始した学部大学院での授業は、極端に英語レベルが低い学生が受

講し、必ずしも高度な英語力育成になっていないクラスもある。特に理工学研究科に

ついては廃止も視野にいれ検討すべき。 

 

２．教養必修科目 Active English のあり方 

多くの学生にネイティブ・スピーカーの英語に触れさせるという趣旨で、教養教育の

授業として一学期２５コマを開講しているが、このような幅広いレベルの学生対象の

クラスを担当させることの有効性は検討すべきである。プレースメントを課し、上位

のクラスの担当を検討すべき。 

 

３．プレースメントテストの実施の効率化 

４技能が短時間にウェブなどを使って実施できるようになった。その有効性の検証が

必要。 

 

４．医学部のカリキュラムの特殊性 

医学部のカリキュラムは、本庄キャンパスで実施されているカリキュラムと異なる点

があり、統一する必要があるのではないだろうか。特に人数の問題である。 

 

５．少人数授業に適した教室の整備 

２０名程度の学生の授業に適してサイズの教室があると望ましい。 

 

６．日本人英語教員との協働 

５名のネイティブ教員は、プロジェクト形式でチームとして活動をしているため、他

の英語の授業との関連性や共同作業もない。佐賀大学の英語教育の改革に向けて、一

緒に活動できるような体制にすべきではないだろうか。新たな全学教育機構ではその

ような部門を検討する。 

 

７．留学生との交流 

受講対象者として、現在は日本人学生だけにしているが、留学生も混じったクラス編

制があるともっと魅力的なクラスとなるのではないだろうか。 
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